第2部 サンプルアプリケーション開発における個別事項
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はじめに

本ホワイトペーパで使用するサンプルプログラムは、C# .NETで開発されています。

前提条件

本書は、SharePointテクノロジーの概略とASP.NET Webコントロール開発の基礎知識を有している方を対象としています。

必要環境

· Window Server 2003

· SharePoint Portal Server 2003
· Office System
· Visual Studio .NET Enterprise Architect
· .NET Framework

ホワイトペーパの構成

本ホワイトペーパは、次の２部から構成されます。SharePoint Portal Server 2003におけるWebパーツ開発技術を幅広く理解することができ、それらの技術をサンプルコードによって習得できます。

第1部 サンプルアプリケーション開発における共通事項

ここではサンプルアプリケーションを通じて、SharePoint Portal Server 2003においてWebパーツアプリケーションを開発するにあたり、共通で操作していただく手順および必要な知識を説明します。

第2部 サンプルアプリケーション開発における個別事項

ここでは第1部の解説を踏まえ、サンプルアプリケーション開発における基本操作をはじめ、個別に解説します。

第3部 サンプルアプリケーションソースコード

サンプルアプリケーションソースコードを記載します。

なお、本ホワイトペーパに記載されているサンプルプログラムは、Windows 2003 Server、SharePoint Portal Server 2003、Visual Studio .NET Enterprise Architect、Office Systemの環境にて動作確認しています。

第1部 サンプルアプリケーション開発における共通事項

1.1
コーディング前の共通事項

はじめに

サンプルアプリケーションを開発するにあたり、すべてのアプリケーションに共通して行っていただく必要がある基本的な事項がいくつかあります。ここでは「HelloWorld Webパーツ」アプリケーションを例に実際のコーディングまでに行っていただく必要がある共通の事項について解説します。

実習　「HelloWorld Webパーツ」アプリケーションの場合

1. [HW WebParts]プロジェクトの新規作成
表1.1を参考にして、新規プロジェクト[HW WebParts]を作成してください。

表1.1 新規プロジェクトダイアログの設定値

	項目名
	設定値

	プロジェクトファイル
	Visual C# プロジェクトファイル

	テンプレート
	Webコントロールライブラリ

	場所
	任意


2. 参照設定の追加

参照設定ダイアログから、[.NET]タブから [Windows SharePoint Services]を選択します。(バイナリ名：Microsoft.SharePoint.dll [デフォルトの格納場所 C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\web server extensions\60\ISAPI\Microsoft.SharePoint.dll])

サンプルアプリケーション毎に、他の参照設定が必要な場合は別途追加で指定します。(図1.1)
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図1.1 参照設定の追加画面

3. ビルド出力パス先の指定

ソリューションエクスプローラを用いて[HW WebParts]プロジェクト名を右クリックし、プロパティを選択します。プロパティ画面(図1.2)内の左ペイン内から[構成プロパティ]の[ビルド]を選択します。右ペインの[出力]欄から[出力パス]先を<SystemDrive>:\Inetpub\wwwroot\binと指定します。[OK]ボタンをクリックし、画面を閉じます。
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図1.2 プロパティページ画面

4. アセンブリのバージョン設定

ソリューションエクスプローラで[AssemblyInfo.cs]を選択し、以下の箇所を編集します。

変更前：[assembly: AssemblyVersion("1.0.*")]

　　　↓
変更後：[assembly: AssemblyVersion("1.0.0.1")]

バージョン設定の必要性

既定のままでのAssembly Versionプロパティは、Webパーツを再コンパイルするごとにインクリメントされます。Webパーツページは、インポートされるWebパーツとweb.configファイルの中で指定されるバージョン番号が同一である必要があります。(詳細に関しては、「安全なコントロールとしてWebパーツを登録する」を参照してください) もしバージョン番号が一致しない場合はエラーが生じます。既定のままでは再コンパイルするごとに、Webパーツのバージョン番号がインクリメントされてしまうため、AssemblyInfo.csの中でバージョン番号を設定しておくがあります。

5. アセンブリのストロング名設定

Webパーツは、インターネットあるいはイントラネット上に配布されることを目的としているため、セキュリティ理由から、カスタムWebパーツを作成する場合は使用ユーザーがそのWebパーツを信頼できることを保証するために、ストロング名を付けなければなりません。

[スタート]メニューから[Visual Studio .NET]の[Visual Studio .NETツール]の[Visual Studio .NETコマンドプロンプト]をクリックし起動します。

続いて、コマンドラインより[ sn.exe –k c:\keypair.snk ] と入力し、指定パスに[keyparir.snk]ファイルが作成されたことを確認します。

ストロング名とは

ストロング名は、公開暗号キーおよびデジタル署名と同じ機能を有しており、Webパーツでは信頼済みのサインを明示的に設定する必要があります。ストロング名ツール(sn.exe)を使用することで暗号キーを管理し、署名を生成し、署名を確認することができます。このツールはVisual Studio .NETをインストールする際に.NETフレームワークSDKによってインストールされます。

6. アセンブリとキーペアの関連付け

ソリューションエクスプローラから、[AssemblyInfo.cs]を編集します。作成したキーペアファイルのパスを設定します。

変更前：[assembly: AssemblyKeyFile("")]

　　　↓
変更後：[assembly:AssemblyKeyFile("c:\\keypair.snk")]

7. デフォルトコードの変更(ユニーク識別子の作成と追加)

[ツール]メニューから[GUIDの作成]を選択し、[4.Registory Format]オプションを選択する。[NewGUID]ボタンより、GUIDを作成し、コピー後ソリューションエクスプローラから、[HW WebParts.cs]を開き、namespace HPWebParts行とDefaultProperty("Text")行の間にコードに貼り付けます。(図1.3)
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図1.3 Create GUID画面

 [GuidAttribute(“54C055B7-DF48-4825-BA38-0645CB02E687”)]
8. コーディングの開始

ここまでがすべてのアプリケーションにおける共通設定になります。サンプルアプリケーションについての個別解説については第2部をご参照ください。

1.2
コーディング後の共通事項

はじめに

サンプルアプリケーションを開発するにあたり、すべてのアプリケーションに共通して行っていただく必要がある基本的な事項がいくつかあります。ここでは「HelloWorld Webパーツ」アプリケーションを例に実際のコーディング後に行っていただく必要がある共通の事項について解説します。

実習　「HelloWorld Webパーツ」アプリケーションの場合

9. Webパーツのビルド

 [ビルド]メニューの[ソリューションのビルド]をクリックします。その際、エラー情報は出力ペインに表示されます(図2.1)。エラーがある場合は適時コードを修正します。特にエラーがなければ、[1.1.4]で指定した先<SystemDrive>:\Inetpub\wwwroot\binに[HW WebParts.dll]が生成されます。
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図2.1 ソリューションのビルド

10. GACへの登録

binフォルダへコピーしたアセンブリ(HW WebParts.dll)はGAC（Global Assembly Cache : C:\windows\assembly下）へ登録し、使用できる状態にする必要があります。IISのbinフォルダからGACへDLLをドラッグ アンド ドロップします。
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図2.2 GACへの登録
GAC(Global Assembly Cache)とは

複数のアプリケーションからアクセスされるアセンブリは、既知のディレクトリに置かれていなければならないほか、アセンブリへの参照が検出されたときに、CLRが自動的にその場所を探すようになっていなければなりません。この既知のディレクトリのことを、グローバルアセンブリキャッシュ（GAC）と呼びます。

安全なコントロールとしての登録

Windows SharePoint Services Beta 2はセキュリティ対策として、Webサーバーの詳細設定を定義するweb.configファイル(c:\Inetpub\wwwroot)の中で<SafeControl>としてWebパーツアセンブリとネームスペースを登録します。Web.configファイルをVisual Stadio .NETもしくはテキストエディタで開き、以下のように修正を加えます。

なお、GACの[PublicKeyToken=(パブリックキートークン)]はGACに登録されたアセンブリのプロパティを開き、全般タブの公開キートークンの欄からその値をコピー＆ペーストします。
<SafeControls>

     <SafeControl 

       Assembly=“HW WebParts, Version=1.0.0.1, 

                         Culture=neutral, PublicKeyToken=2734f7d70383b3ca“

       Namespace="HelloWorld" 

       TypeName="*" 

     >
<SafeControl>の書式

<SafeControls>

     <SafeControl 

       Assembly=“[アセンブリ名(.DLLなし)], Version=[バージョン番号], 

          Culture=neutral, PublicKeyToken= [パブリック キー トークン（GACのプロパティ）]“

       Namespace=“[作成対象Webパーツのクラス名]" 

       TypeName="*“

       Safe="True" />
11. DWPファイルの作成

作成したWebパーツをWebパーツページにインポートするためには、Webパーツ情報およびその定義、タイトル、説明などのプロパティ情報、アセンブリ情報を記載したDWPファイルを作成する必要があります。DWPファイルはXMLファイル形式であるため、Visual Studio .NETもしくはテキストエディタで簡単に作成することができます。以下の例に沿って、DWPファイルを作成し [HW WebParts.dwp]として任意の場所に保存します。
<?xml version="1.0"?>

<WebPart xmlns="http://schemas.microsoft.com/WebPart/v2">

   <Assembly>HW WebParts, 1.0.0.1, Neutral, 9b8406c8e9349cc6</Assembly>

   <TypeName>HelloWorld.HelloWorldWP</TypeName>

   <Title>Hello World Web Parts</Title>

   <Description>Sample</Description>

</WebPart>
DWPファイルの書式

<?xml version="1.0"?> 

  <WebPart xmlns="http://schemas.microsoft.com/WebPart/v2"> 

    <Assembly>[アセンブリ名],[バージョン番号],Culture,[パブリック キー トークン]</Assembly>
    <TypeName>[Webパーツクラス名]</TypeName>

    <Title>[Webパーツのタイトル]</Title>

    <Description>[Webパーツの説明]</Description>

  </WebPart>
12. Webパーツページへの登録

作成したWebパーツをWebパーツページへ登録するには、Webパーツページの[編集モード]でWebパーツをインポートする必要があります。インポートするには、画面右上にある[共有ページの変更]ボタンをクリックし、[Webパーツの追加]から[インポート]を選択します。(図2.3)
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図2.3 Webパーツのインポート
続いて[1.1.4]で作成したDWPファイルのパスを「参照…」ボタンをクリックしDWPファイルが保存されてある任意の場所を指定します。続いて「アップロード」ボタンをクリックします。(図2.4)
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図2.4 DWPファイルの参照

DWPファイルによりアップロードされたWebパーツが画面下部に表示されるので、Webパーツページ上の任意の場所にドラック アンド ドロップし、「HelloWorld」Webパーツが公開されます。
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図2.5 アップロードされたWebパーツの配置

以上がコーディング後における共通事項になります。各アプリケーションの動作確認を行ってください。

第2部 サンプルアプリケーション開発における個別事項

2.1
「Hello World Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションはあらかじめWebパーツプロパティに設定した「HelloWorld!!」をWebパーツ上に表示する（図1.1）単純なアプリケーションです。
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図1.1「HelloWorld」Webパーツ

実習　「HelloWorld Webパーツ」アプリケーションの作成

13. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[HW WebParts.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、3行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

14. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

ソリューションエクスプローラから、[HW WebParts.cs]を編集します。以下の余分なコードを削除し、ツールボックスデータ内の一部を変更します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
さらに以下の全文を削除します。今回のサンプルでは、レンダリングメソッドを変更して文字を出力するため、テキストプロパティは不要となります。

private string text;

[Bindable(true),Category("Appearance"),DefaultValue("")]

    public string Text

    {

        get

        {

              return text;

        }

        set

        {

            text = value;

        }

}
15. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

ソリューションエクスプローラから、[HW WebParts.cs]の以下を編集します。

namespace HPWebParts

{
　　　↓

namespace HelloWorld
{
16. デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

ソリューションエクスプローラから、[HW WebParts.cs]の以下を編集します。

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class HelloWorldWP : WebPart
{
デフォルトコードの変更(レンダリングメソッドの変更)

ソリューションエクスプローラから、[HW WebParts.cs]の以下を編集します。

protected override void Render(HtmlTextWriter output)

{

    output.Write(output);
　　　↓

protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

{

    output.Write(“Hello World!!”);
2.2
「Connection Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションはテキスト情報の受信側となる「CellConsumer」Webパーツと、テキスト情報の送信側となる「CellProvider」Webパーツの2つのWebパーツから構成されています。「CellProvider」Webパーツ内のテキストボックス内にテキスト情報を入力し、[値を送信する]ボタンをクリックすると、入力された情報を「CellConsumer」Webパーツに送信し、Webパーツ上に表示する（図2.1）アプリケーションです。
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図2.1「Connection」Webパーツ

実習　「Connection Webパーツ」アプリケーションの作成

17. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。さらに1.1.3 参照設定の追加で、[System.Data]および[System.XML]をそれぞれ同様の手順で追加してください。

本サンプルアプリケーションは2つのWebパーツより構成されており、[CellProvider.cs]および[CellConsumer.cs]にそれぞれ分かれています。ここではプロバイダー側Webパーツとなる[CellProvider.cs]のソースコードを解説します。クライアント側Webパーツとなる[CellConsumer.cs]ソースコードについては、その処理内容が[CellProvider.cs]に等しいことより割愛します。

デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[CellProvider.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、3行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages.Communication;

using System.Runtime.InteropServices;
· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages.Communication;
この名前空間は、プロバイダーとコンシューマといったような1セットの相互接続インターフェースや、それらを支援するクラス、ならびに他のWebパーツとの接続を支援するためのクラスやメンバが用意されています。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

18. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除し、ツールボックスデータ内の一部を変更します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
さらに以下の全文を削除します。今回のサンプルでは、レンダリングメソッドを変更して文字を出力するため、テキストプロパティは不要となります。
private string text;

[Bindable(true),Category("Appearance"),DefaultValue("")]

    public string Text

    {

        get

        {

              return text;

        }

        set

        {

            text = value;

        }

}
19. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　 ↓

namespace ICellDemo

{
20. デフォルトコードの変更(クラスの作成)

これ以降のコードはすべてこの[CellProvider]クラス内に記述していきます。

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class CellProvider : WebPart, ICellProvider

{
イベントの宣言

接続インターフェース用イベントを宣言します。

· public event CellProviderInitEventHandler CellProviderInit;

· public event CellReadyEventHandler CellReady;
21. 変数の宣言

· private bool _runAtClient = false;

クライアント側における処理実行を判断するフラグ変数
· private int _cellConnectedCount = 0;

接続状態カウンタ変数

· private Button _cellButton;    // ボタンコントロール

· private TextBox _cellInput;    // テキストボックスコントロール

各種Webコントロールライブラリの宣言

· private string _cellName;

private string _cellDisplayName;

Cell情報を格納する変数であり、セル名およびディスプレイ名を接続Webパーツに伝えるために、イベントの一部として接続Webパーツに渡されます。

· private bool _cellClicked = false;

Webパーツ中のボタンクリックを監視するフラグ変数

22. EnsureInterfacesメソッドをオーバーライド

EnsureInterfacesメソッドをオーバーライドし、[接続]メニュー以下の項目を登録します。EnsureInterfacesメソッドはWebパーツフレームワークによって呼ばれるため、RegisterInterfaceメソッドを使用し、対象となるWebパーツインターフェースを登録することになります。


public override void EnsureInterfaces()


{


    // ICellProviderインターフェースを登録


    RegisterInterface(


        "MyCellProviderInterface_WPQ_",   //インターフェースの名前


        InterfaceTypes.ICellProvider,     //インターフェースのタイプ


        WebPart.LimitOneConnection,       //接続数を"単一のみ"に設定


        ConnectionRunAt.ServerAndClient, //インターフェースの実行環境定義


        this,                                  //インターフェイスオブジェクト


        "CellProviderInterface_WPQ_",     //サーバー側インターフェースの名前

"値の送信先",                         //インターフェースの一般説明

"値の送信先");                        //インターフェースの詳細説明

}
23. CanRunAtメソッドをオーバーライド

このメソッドは、サーバーもしくはクライアントあるいはその両方でWebパーツフレームワークによって呼び出されます。Webパーツは、クライアントの現在の配置およびそれが接続される他方のWebパーツに基づき、どのWebパーツで実行処理するかを決定します。ここではServerAndClientを返すよう記述します。


public override ConnectionRunAt CanRunAt()


{


    // Webパーツはサーバーとクライアントの両方で動作できることを返す


    return ConnectionRunAt.ServerAndClient;


}
24. PartCommunicationConnectをオーバーライド

このメソッドは、接続されたことをWebパーツに通知し、適切な情報を伝達するためWebパーツフレームワークによって呼び出されます。Webパーツフレームワークが接続用のイベントをリンクすると直ちに生じます。このメソッドでは大きく2つの処理が実行されます。1つは、接続対象がクライアント側のWebパーツかどうかをチェックするため、ConnectionRunAt Enumerationの戻り値がConnectionRunAt.Clientに等しいか確認しています。等しい場合には_runAtClientフラグを[true]にセットし、戻り値を返します。またもう１つの処理としては、インターフェース名を確認しサーバー側インターフェースであれば接続カウンタ_cellConnectedCountをインクリメントします。

 public override void PartCommunicationConnect(string interfaceName,

   WebPart connectedPart,

   string connectedInterfaceName,

   ConnectionRunAt runAt)

   {

      // 接続対象がクライアント側のWebパーツかどうか確認する

      if (runAt == ConnectionRunAt.Client)

      {

         // 接続対象がクライアント側のWebパーツのとき[_runAtClient = true]にセット

         _runAtClient = true;

         // 戻り値を返す

         return;

      }

      // インターフェース名を確認

      if (interfaceName == "MyCellProviderInterface_WPQ_")

      {

          // サーバー側のインターフェース名であれば接続カウンタをインクリメント

          _cellConnectedCount++;

      }

   }
25. PartCommunicationInitメソッドをオーバーライド

このメソッドはWebパーツにおける初期化イベントを通知することを許可し、Webパーツフレームワークによって呼び出されます。_cellConnectedCount変数により接続状態が維持されているか確認し、さらに送信側パーツが存在する時にはCellProviderInitEventArgsオブジェクトを生成します。CellProviderInitEventArgsクラスは、設計時間生成用の初期構造を識別します。接続されたWebパーツにセル名およびディスプレイ名を伝達するため、接続しているWebパーツにCellProviderInitイベントの一部を渡します。

  public override void PartCommunicationInit()

  {

    // _cellConnectedCountが0より大きい場合、つまり接続が維持されている状態

    if(_cellConnectedCount > 0)

    {

      // 送信側パーツが存在する場合、initイベントを送信

      if (CellProviderInit != null)

      {

        // CellProviderInitEventArgs オブジェクトを生成

        CellProviderInitEventArgs cellProviderInitArgs = new CellProviderInitEventArgs();

        // フィールド名をセット

        cellProviderInitArgs.FieldName = _cellName;

        cellProviderInitArgs.FieldDisplayName  = _cellDisplayName;

        // CellProviderInitイベントを通知

        // CellReadyイベントが通知される際にどのタイプのセルを受け取るか

        // 受信側のWebパーツに通知

        CellProviderInit(this, cellProviderInitArgs);

      }

    }

  }
26. PartCommunicationMainメソッドをオーバーライド

このメソッドはWebパーツがインターフェースからのイベントのどれでも発信することを可能にするため、Webパーツフレームワークによって呼び出されます。_cellConnectedCount変数により接続状態が維持されているか確認し、さらに受信側パーツが存在する時にはCellReadyEventArgsオブジェクトを生成します。CellReadyEventArgsクラスは、CellReadyイベントが生じる際にICellProviderインターフェースを実装するWebパーツから現在のセル値を提供します。ユーザーが送信側Webパーツ上でボタンをクリックしセル値を送信するときは、_cellInput.Textをセルにセットすることで送信します。最後にCellReadyイベントを通知し、受信側パーツはセルの値を受信することになります。

    public override void PartCommunicationMain()

    {

      // _cellConnectedCountが0より大きい場合、つまり接続が維持されている状態

      if(_cellConnectedCount > 0)

      {

        // 受信側パーツが存在する場合、CellReadyイベントを送信

        if (CellReady != null)

        {

          // [CellReadyEventArgs()]インスタンス作成

          CellReadyEventArgs cellReadyArgs = new CellReadyEventArgs();

          // ユーザーがボタンをクリックし、値を送信する場合

          if (_cellClicked)

          {

            // TextBoxテキスト値にセルをセットし、

            // この値が受信側のパーツのもとへ送られる値となる

            cellReadyArgs.Cell = _cellInput.Text;

          }

          else

          {

            // ユーザーがボタンをクリックしなかった場合は単に空文字列を送信

            cellReadyArgs.Cell = "";

          }

          // CellReadyイベントを通知し、受信側パーツはセルの値を受信

          CellReady(this, cellReadyArgs);

        }

      }

    }
27. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

Webパーツに情報を出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。接続状態が維持されている場合は、その旨を出力（接続状態：送信側接続中）し、入力用のテキストボックスおよび[値を送信する]ボタンを出力します。さらに[値を送信する]ボタンがクリックされたときの処理をJavaScriptで記載します。インターフェース接続がない場合にはその旨を出力（接続状態：なし）します。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // スクリプト記述を出力

      if (_runAtClient)

      {

        output.Write(ReplaceTokens("<h3>接続状態：送信側接続中</h3>\n"

          + "<input type=\"text\" id=\"CellInput_WPQ_\"/>\n"

          + "<button id=\"CellButton_WPQ_\" onclick=\"CellButtonOnClick_WPQ_()\">値を送信する</button>\n"

          + "<SCRIPT LANGUAGE=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "    var CellProviderInterface_WPQ_ = new myCellProviderInterface_WPQ_();\n"

          + "    function myCellProviderInterface_WPQ_()\n"

          + "    {\n"

          + "        this.PartCommunicationInit = myInit;\n"

          + "        this.PartCommunicationMain = myMain;\n"

          + "        this.CellConsumerInit = myCellConsumerInit;\n"

          + "        function myInit()\n"

          + "        {\n"

          + "            var cellProviderInitArgs = new Object();\n"

          + "            cellProviderInitArgs.FieldName = \"CellName\";\n"

          + "            WPSC.RaiseConnectionEvent(\"MyCellProviderInterface_WPQ_\", \"CellProviderInit\", cellProviderInitArgs);\n"

          + "        }\n"

          + "        function myMain()\n"

          + "        {\n"

          + "            var cellReadyArgs = new Object();\n"

          + "            cellReadyArgs.Cell = \"\";\n"

          + "            WPSC.RaiseConnectionEvent(\"MyCellProviderInterface_WPQ_\", \"CellReady\", cellReadyArgs);\n"

          + "        }\n"

          + "        function myCellConsumerInit(sender, cellConsumerInitArgs)\n"

          + "        {\n"

          + "        }\n"

          + "    }\n"

          + "    function CellButtonOnClick_WPQ_()\n"

          + "    {\n"

          + "        var cellReadyArgs = new Object();\n"

          + "        cellReadyArgs.Cell = document.all(\"CellInput_WPQ_\").value;\n"

          + "        WPSC.RaiseConnectionEvent(\"MyCellProviderInterface_WPQ_\", \"CellReady\", cellReadyArgs);\n"

          + "    }\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>"));

      }

      else

      {

        // インターフェース接続がない場合のメッセージ出力

        output.Write("接続状態：なし");

      }

    }
28. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。またセル情報の設定、フラグの初期化、イベントハンドラの生成もここで行います。

    protected override void CreateChildControls()

    {

      // ボタンの生成

      _cellButton = new Button();            // ボタンコントロールを作成

      _cellButton.ID = "CellButton";        // ボタンIDをセット

      _cellButton.Text = "値を送信する";      // ボタンテキストをセット

      Controls.Add(_cellButton);           // ボタンコントロールを出力

      _cellInput = new TextBox();          // テキストボックスコントロールを作成

      _cellInput.ID = "CellInput";         // テキストボックスIDをセット

      Controls.Add(_cellInput);            // テキストボックスコントロールを出力

      // セル情報を設定

      // この情報はCellProviderInitイベントの通知により受信側パーツに渡される

      _cellName = "CellInput";

      _cellDisplayName = "CellDisplayInput";

      // [false]で初期化設定 -- ユーザーがまだクリックしていない状態

      _cellClicked = false;

      // イベントハンドラの生成

      _cellButton.Click += new EventHandler(CellButtonClicked);

    }
2.3
「カスタムプロパティWebパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションは、「カスタム情報」設定画面（図3.1）内で指定した「設定したいテキスト情報」テキストボックスに入力された情報をWebパーツ上に表示する（図3.2）単純なアプリケーションです。
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図3.1「カスタム情報」設定画面
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図3.2「カスタムプロパティ」Webパーツ

実習　「カスタムプロパティ Webパーツ」アプリケーションの作成

29. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。さらに1.1.3 参照設定の追加で[System.Data]および[System.XML]をそれぞれ同様の手順で追加してください。

30. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[CustomToolPart.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using System.Xml.Serialization;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
using System.Xml.Serialization;
この名前空間は、オブジェクトを XML 形式のドキュメントまたはストリームにシリアル化するために使用されるクラスが含まれています。

· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

31. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace CustomToolPart

{
32. 名前空間を定義
·  [XmlRoot(Namespace="CustomToolPart")]

XmlRootAttribute クラスの新しいインスタンスを初期化し、そのクラス名を XML ルート要素の名前として使用します。
33. デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class CustomToolPartWP : WebPart

{
34. 定数および変数の初期化設定

· private const string defaultText = "初期設定テキスト";

private string text = defaultText;
35. GetToolParts()をオーバーライド

GetToolPartメソッドでは、Webパーツプロパティペインの設定値を、新しいToolPartオブジェクトへ返します。ToolPartオブジェクトは配列オブジェクトにリストされた順に設定されます。ToolPartクラス、WebPartToolPartクラス、CustomPropertyToolPartクラスそれぞれのインスタンスを生成し、生成したToolPart配列にオブジェクトを設定します。最後にToolPartオブジェクトを返します。

    public override ToolPart[] GetToolParts()

    {

      // インスタンスの生成

      ToolPart[] toolparts = new ToolPart[3];

      WebPartToolPart wptp = new WebPartToolPart();

      CustomPropertyToolPart custom = new CustomPropertyToolPart();

      // 配列に値をセット

      toolparts[0] = custom;

      toolparts[1] = wptp;

      toolparts[2] = new CustomToolPart.ToolPartWP();

      // ToolPartオブジェクトを参照する配列を返す

      return toolparts;

    }
36. RenderWebPart ()をオーバーライド

Webパーツにtext変数の内容を出力するためRenderWebPart ()をオーバーライドします。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // Webパーツにテキストを出力

      output.Write("カスタムテキスト:　<b>" + this.Text + "</b>");
    }

37. ToolPart派生クラスを追加

· public class ToolPartWP : ToolPart
この派生クラスは、プロパティツールペイン内のコントロール出力をはじめ、設定されたテキスト情報の適用などの処理を行います。

38. Init event イベントハンドラを定義

イベントを識別するため、サーバーコントロールIDを取得し[inputname]に格納します。

    private void ToolPart_Init(object sender,System.EventArgs e )

    {

      inputname = this.UniqueID + "message";

    }
ToolPartWP()コンストラクタ

ここではプロパティペイン内のタイトルと、Control.Init イベントをそれぞれ初期化します。

    public ToolPartWP()

    {

      this.Title="カスタム情報";

      this.Init += new EventHandler(ToolPart_Init);

    }
39. ApplyChanges()をオーバーライド
選択されたWebパーツにプロパティ変更を適用するため、プロパティペインより呼び出されるApplyChanges()をオーバーライドします。ユーザーがプロパティペイン内で[OK]ボタンか[適用]ボタンをクリックした際に、Webパーツ通信チャンネルが開き、Webパーツのどこのプロパティに情報を送るかの通信経路となります。

    public override void ApplyChanges()

    {

      // Webパーツへの参照を確立するため、CustomToolPartWPオブジェクトを生成

      CustomToolPartWP wp1 = (CustomToolPartWP)

      // 対象のWebパーツを選択

      this.ParentToolPane.SelectedWebPart;

      // 対象のWebパーツへカスタムテキストを適用

      wp1.Text = Page.Request.Form[inputname];

    }
40. RenderToolPartをオーバーライド

Webパーツにプロパティペインで指定したテキスト情報を出力するためRenderToolPartをオーバーライドします。

    protected override void RenderToolPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // Webパーツへの参照を確立するため、CustomToolPartWPオブジェクトを生成

      CustomToolPartWP wp1 = (CustomToolPartWP)

      // 対象のWebパーツを選択

      this.ParentToolPane.SelectedWebPart;

      // Webパーツにテキストを出力

      output.Write("設定したいテキスト情報：");

      output.Write("<input name= '" + inputname );

      output.Write("' type='text' value='"+wp1.Text+ "'><br>");

    }
2.4
「データベース連携Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションは、Webパーツ上で指定された「接続先のデータベース情報」（図4.1）をもとにデータベースへ接続し、指定クエリーの結果をWebパーツ上に表示（図4.2）するアプリケーションです。Webパーツ上の「接続先のデータベース情報」は設定画面（図4.3）内で設定します。
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図4.1「データベース連携」Webパーツ
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図4.2 指定クエリーをもとにデータベース内の情報を出力
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図4.3「接続先のデータベース情報」設定画面

実習　「データベース連携 Webパーツ」アプリケーションの作成

41. 本アプリケーションはSQLデータベースとの連携によるアプリケーションであるため、動作の前提条件として接続先のSQLデータベースサーバー上に以下のDBおよびテーブルが必要となります。

表4.1 接続先のデータベース情報

	項目名
	設定値

	SQL認証モード
	混合モード

	SQLサーバー名
	※任意

	データベース名
	demodb

	テーブル名
	demoTable

	SQL認証ユーザー名
	demo

	SQL認証パスワード名
	password


[demoTable]テーブルには図4.4のように[ID]フィールドと[demoTitle]フィールドが存在します。
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図4.4 サーバーエクスプローラから見たテーブル構造

42. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。さらに1.1.3 参照設定の追加で、[System.Data]および[System.XML]をそれぞれ同様の手順で追加してください。

43. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[CustomToolPart.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、7行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using System.Xml.Serialization;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
using System.Data;

using System.Data.SqlClient;

using System.Xml.Serialization;
この名前空間は、オブジェクトを XML 形式のドキュメントまたはストリームにシリアル化するために使用されるクラスが含まれています。

· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

· using System.Data;
この名前空間の大部分は、ADO.NET アーキテクチャを形成するクラスで構成されています。ADO.NET アーキテクチャによって、複数のデータソースのデータを効率的に管理するコンポーネントを作成できます。インターネットなどに接続されていない場合、ADO.NET は多階層のシステムでデータを要求、更新、および調整するツールを提供します。ADO.NET アーキテクチャは、Windows フォーム、ASP.NET で作成した HTML ページなどのクライアント アプリケーションでも実装されます。

· using System.Data. SqlClient;
この名前空間は、SQL Server .NET データプロバイダです。これはマネージ空間で SQL Server データベースにアクセスするために使われるクラスのコレクションを提供します。 SqlDataAdapter を使用して、データ ソースの照会および更新に使用できる、メモリ常駐の DataSet を設定することができます。

44. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
さらに以下の全文を削除します。

private string text;

[Bindable(true),Category("Appearance"),DefaultValue("")]

    public string Text

    {

        get

        {

              return text;

        }

        set

        {

            text = value;

        }

}
45. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace ConnSQL

{
名前空間を定義
·  [XmlRoot(Namespace=" ConnSQL")]

XmlRootAttribute クラスの新しいインスタンスを初期化し、そのクラス名を XML ルート要素の名前として使用します。
46. デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class ConnSQLWP : WebPart

{
47. 定数、変数、フラグ等の初期化

chkFlg変数は[取得]ボタンがクリックされたかどうかを判断するためのフラグ変数であり、初期値で[false]にセットし、[取得]ボタンがクリックされたことで[true]へとセットされます。

    const string c_SQLServerName = "APEX-SPS\\SHAREPOINT";  // SQLサーバー名

    const string c_DBName = "demodb";                    // データベース名

    const string c_UserID = "demo";                      // SQL認証ユーザー名

    const string c_PassWD = "password";                 // SQL認証パスワード名

    const string c_StrQuery = "SELECT * FROM demoTable";    // クエリー文字列

    private string serverName;       // サーバー名格納用変数

    private string dbName;           // データベース名格納用変数

    private string userID;           // SQL認証ユーザー名格納用変数

    private string passwd;           // SQL認証パスワード名格納用変数

    private string strQuery;         // クエリー文字列格納用変数

    private bool chkFlg = false;     // [接続]ボタン監視フラグ

    private string strResults;       // 取得結果の格納変数

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _GetSQLButton;
48. ConnSQLWPコンストラクタ

各変数に8で定義した定数を設定し、初期化します。

    public ConnSQLWP()

    {

      serverName = c_SQLServerName;

      dbName = c_DBName;

      userID = c_UserID;

      passwd = c_PassWD;

      strQuery = c_StrQuery;

    }
49. デフォルト値の設定と各種アクセッサ定義

サーバー名を格納する[SQLServerName]プロパティには、既定値として[c_SQLServerName]を設定し、プロパティペインで表示されるカテゴリには[接続先のデータベース情報]を設定します。以下接続先データベース情報として必要なプロパティ値について、それぞれ同様に設定します。

    // デフォルトサーバー名をセット

    [DefaultValue(c_SQLServerName)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // サーバー名セットのためのアクセッサ

      public string SQLServerName

      {

        get

        {

          return serverName;

        }

        set

        {

          serverName = value;

        }

      }

    // デフォルトデータベース名をセット

    [DefaultValue(c_DBName)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // データベース名セットのためのアクセッサ

      public string DBName

      {

        get

        {

          return dbName;

        }

        set

        {

          dbName = value;

        }

      }

    // デフォルトユーザーIDをセット

    [DefaultValue(c_UserID)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // ユーザーIDセットのためのアクセッサ

      public string UserID

      {

        get

        {

          return userID;

        }

        set

        {

          userID = value;

        }

      }

    // デフォルトパスワードをセット

    [DefaultValue(c_PassWD)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // パスワードセットのためのアクセッサ

      public string PassWD

      {

        get

        {

          return passwd;

        }

        set

        {

          passwd = value;

        }

      }

    // デフォルトクエリー文をセット

    [DefaultValue(c_StrQuery)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // クエリー文セットのためのアクセッサ

      public string StrQuery

      {

        get

        {

          return strQuery;

        }

        set

        {

          strQuery = value;

        }

      }
50. [接続]ボタンのクリックにより、SQLサーバーよりデータ取得する

Webパーツ上に配置された[接続]ボタンがクリックされると、データベース接続に必要な各種の情報（接続先のサーバー名、ユーザーID、パスワード、データベース名）を変数に格納し、さらに指定のクエリー文も格納します。SqlDataAdapterオブジェクトにこれらの変数を渡し、オブジェクトを生成します。続いてDataSetオブジェクトを生成します。Fillメソッドにより生成したDataSetオブジェクトを更新し、続いてDataTableオブジェクトを生成します。ここまでで、データベースへの接続は完了しました。

データベースから取得した情報を出力するため、テーブルタグを出力した後、1行目の列名を、続いてデータ行を出力します。次に2行目の列名を出力し、同様にデータ行を出力していきます。取得したデータが存在する限りこの処理を繰り返し、テーブルタグを閉じます。最後に出力結果を反映するための[chkFlg]を[true]にセットし、処理を終了します。

    public void _GetSQLButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SqlDataAdapterオブジェクト生成のための各引数を格納

      string sConn = "server=" + serverName + ";"

                + "uid=" + userID + ";"

                + "pwd=" + passwd + ";"

                + "database=" + dbName + ";";

      string sCmd = strQuery;

      // SqlDataAdapterオブジェクトを生成

      SqlDataAdapter ad = new SqlDataAdapter(sCmd, sConn);

      DataSet ds = new DataSet();     // DataSetオブジェクトを生成

      ad.Fill(ds,"DEMO");               // Fillメソッドによりdsデータセットを更新

      DataTable dt = ds.Tables[0];    // DataTableオブジェクトを生成

      // テーブルタグを出力

      strResults += "<table border ='1'>\n";

      // 列名が存在する限り繰り返す

      foreach (DataColumn col in dt.Columns)

      {

        // 列名を出力

        strResults += "<tr><td>" + col.ColumnName + "</td>\n";

        // データ行が存在する限り繰り返す

        foreach (DataRow row in dt.Rows)

        {

          // データ行を出力

          strResults += "<td>" + row[col.ColumnName] + "</td>\n";
        }

        // テーブルレコードを閉じる

        strResults += "</tr>\n";

      }

      // テーブルを閉じる

      strResults += "</tr></table>";

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }
51. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GetSQLButton = new HtmlButton();      // ボタンコントロールの生成 

      _GetSQLButton.InnerText = "接　続";    // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GetSQLButton.ServerClick += new EventHandler (_GetSQLButton_click);

      Controls.Add (_GetSQLButton);          // ボタンコントロールの追加

    }

RenderWebPartメソッドをオーバーライド

接続データベースから取得した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。出力の際は[chkFlg]をチェックし、フラグが[false]であれば検索するための初期画面を出力し、そうでなければ検索の結果画面を出力します。また検索の結果画面においては、画面下部に[戻る]ボタンを付与し、クライアントサイドのJavaScriptで前画面に戻す処理を行っています。最後に[chkFlg]を[false]にセットします処理を終了します。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [接続]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        // Webパーツにテキストを出力

        output.Write("SQLサーバー名:　<b>" + this.SQLServerName + "</b><br>");

        output.Write("データベース名:　<b>" + this.DBName + "</b><br>");

        output.Write("接続するユーザー名:　<b>" + this.UserID + "</b><br>");

        output.Write("認証パスワード:　<b>" + this.PassWD + "</b><br>");

        output.Write("クエリー文字列:　<b>" + this.StrQuery + "</b><br>");

        // ボタンコントロールの出力

        _GetSQLButton.RenderControl(output);

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n取得したデータベース情報：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

          + "　　history.back();\n"

          + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

          + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }
2.5
「リスト機能Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションは、以下の１０種類の機能から構成されています。以降では順番にこれらサンプルを解説していきます。

(1) Listの作成サンプル

(2) List内の一覧情報取得サンプル

(3) List内の特定アイテム取得サンプル

(4) List内の特定アイテムのプロパティ取得サンプル

(5) List内のアイテムコピー

(6) List内のアイテム移動

(7) List内のアイテム新規作成

(8) List内のアイテム削除

(9) List内のアイテムプロパティ追加、変更

(10) List内のアイテム検索

(1)「Listの作成サンプル」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.1）内に配置された[新規作成]ボタンをクリックすると、[作成するリスト名]テキストボックス、[リストの種類]ドロップダウンコントロール、[リストの説明]テキストボックスに入力された情報をもとに、新規リストを作成します。
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図5.1「Listの作成サンプル」Webパーツ

実習　「Listの作成サンプル」アプリケーションの作成

52. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

53. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Adding List.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
54. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace AddingList

{
55. デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class AddingListWP : WebPart

{
56. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _AddButton・・・・・・・・・ボタン

· HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2・・・テキストボックス

· HtmlSelect _DropDown1・・・・・・・・ドロップダウンリスト

[新規作成]ボタンクリック時の処理定義

新規にリストを作成するためには、最初に対象となるWebサイトを特定する必要があります。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供するため、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。取得した [ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用してSPListCollectionオブジェクトを生成します。

各テキストボックスに入力された値は文字列型の各変数に格納します。[リストの種類]ドロップダウンコントロールでリストの種類を指定するため、SPListTemplateTypeオブジェクトを生成します。ドロップダウンコントロールで[一般]が選択されると[GenericList]メンバを、[イベント]が選択されると[Events]メンバを、[仕事]が選択されると[Tasks]メンバをそれぞれ指定し、テンプレートタイプを確定します。

最後にこれまでセットした[listTitle]、[listDescription]、[listTemplateType]を引数にし、 [Add]メソッドを用いて[list]オブジェクトに新規リストを作成します。

    public void _AddButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListCollectionオブジェクトを格納

      SPListCollection lists = mySite.Lists;

      // 変数へ値をセット

      string listTitle = _TextBox1.Value;

      string listDescription = _TextBox2.Value;

      string listType = _DropDown1.Value;

      // SPListTemplateTypeオブジェクトの生成

      SPListTemplateType listTemplateType = new SPListTemplateType();

      // ドロップダウンリストで選択された[listType]を判別

      switch(listType)

      {

        case "一　般":

        {

          // リストテンプレートのタイプを[GenericList]に設定

          listTemplateType = SPListTemplateType.GenericList;

          break;

        }

        case "イベント":

        {

          // リストテンプレートのタイプを[Events]に設定

          listTemplateType = SPListTemplateType.Events;

          break;

        }

        case "仕　事":

        {

          // リストテンプレートのタイプを[Tasks]に設定

          listTemplateType = SPListTemplateType.Tasks;

          break;

        }

      }

      // listsオブジェクトに各設定値により新規リストを追加

      lists.Add(listTitle,listDescription,listTemplateType);

    }
CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _AddButton = new HtmlButton();         // ボタンコントロールの生成 

      _AddButton.InnerText = "新規作成";     // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _AddButton.ServerClick += new EventHandler (_AddButton_click);

      Controls.Add (_AddButton);             // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Size=38;                // テキストボックスコントロールのサイズ指定

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _DropDown1 = new HtmlSelect(); // ドロップダウンコントロールの生成

      _DropDown1.Items.Add("一　般"); // ドロップダウンコントロールに選択肢を追加

      _DropDown1.Items.Add("イベント");// ドロップダウンコントロールに選択肢を追加

      _DropDown1.Items.Add("仕　事"); // ドロップダウンコントロールに選択肢を追加

      Controls.Add(_DropDown1);       // ドロップダウンコントロールの追加

    }
57. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

8.で定義した内容をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("作成するリスト名： ");    // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>リストの種類： ");   // テキスト情報の出力

      _DropDown1.RenderControl(output);    // ドロップダウンコントロールの出力

      output.Write("<br>リストの説明：<br>");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                  // <br>の出力

      _AddButton.RenderControl(output);    // ボタンコントロールの出力

    }
(2)「List内の一覧情報取得サンプル」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.2）内に配置された[取得]ボタンをクリックすると、[対象リスト名]テキストボックスに入力された情報をもとに、対象リスト内のすべてのアイテムタイトルを取得します。
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図5.2「List内の一覧情報取得サンプル」Webパーツ
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図5.3 対象リスト内のアイテムタイトル取得結果


実習　「List内の一覧情報取得サンプル」アプリケーションの作成

58. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

59. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Returning Items from a List.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

60. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
61. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace ReturningItems

{
62. デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class ReturningItemsWP : WebPart

{
63. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _GetItemsButton・・・・・・・ボタン

· HtmlInputText _TextBox1・・・・・・・・テキストボックス

64. 各種変数の宣言

· private bool chkFlg = false

[取得]ボタンのクリック有無を監視するフラグ変数です。

· private string strResults
取得処理を実行し、その結果情報を格納するための変数です。

65. [取得]ボタンクリック時の処理定義

指定のリストからすべてのアイテムタイトルを取得するため、はじめに対象となるWebサイトを特定する必要があります。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供するため、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。

 [ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用し、テキストボックス(_TextBox1)に入力された対象リスト名に一致するSPListCollectionオブジェクトを生成します。取得したlistItemsオブジェクトに存在するアイテムの数だけアイテムタイトルの取得処理をループします。最後にchkFlg 変数を[true]にセットして終了します。

    public void _GetItemsButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 指定リストに存在するアイテムの数だけループ処理

      for (int i=0;i<listItems.Count;i++)

      {

        // SPListItemオブジェクトを格納

        SPListItem item = listItems[i];

        // アイテムタイトルを出力

        strResults += (i+1 + "：<b>" + item["Title"] + "</b><br>");

      }

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }

66. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GetItemsButton = new HtmlButton();    // ボタンコントロールの生成 

      _GetItemsButton.InnerText = "取　得";  // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GetItemsButton.ServerClick += new EventHandler (_GetItemsButton_click);

      Controls.Add (_GetItemsButton);     // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();    // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);              // テキストボックスコントロールの追加

    }
67. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

9.で定義した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。出力の際は[chkFlg]をチェックし、フラグが[false]であればリストアイテムを取得するための初期画面を出力し、そうでなければ取得結果画面を出力します。また取得の結果画面においては、画面下部に[戻る]ボタンを付与し、クライアントサイドのJavaScriptで前画面に戻す処理を行っています。最後に[chkFlg]を[false]にセットします処理を終了します。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [取得]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        output.Write("対象リスト名： ");      // テキスト情報の出力

        _TextBox1.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        _GetItemsButton.RenderControl(output);  // ボタンコントロールの出力

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n取得したアイテムのタイトル：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

                    + "　　history.back();\n"

                    + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

                    + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }
(3)「List内の特定アイテム取得サンプル」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.4）内に配置された[取得]ボタンをクリックすると、[対象リスト名]テキストボックス、[対象アイテム名]テキストボックスに入力された情報をもとに、対象アイテムのプロパティ情報（タイトル・更新日時・作成日時・作成者・更新者）を取得します。
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図5.4「List内の特定アイテム取得サンプル」Webパーツ
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図5.5 取得した対象リストのアイテムプロパティ情報


実習　「List内の特定アイテム取得サンプル」アプリケーションの作成

68. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

69. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Returning Items from a List.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

70. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
71. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace GettingItemProperty

{
デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class GettingItemPropertyWP : WebPart

{
72. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _GetPropertyButton・・・・・・ボタン
· HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2・・・テキストボックス

73. 各種変数の宣言

· private bool chkFlg = false

[取得]ボタンのクリック有無を監視するフラグ変数です。

· private string strResults
取得処理を実行し、その結果情報を格納するための変数です。

74. [取得]ボタンクリック時の処理定義

指定のリストから対象アイテムのプロパティ情報を取得するため、はじめに対象となるWebサイトを特定する必要があります。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供するため、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。

 [ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用し、テキストボックス(_TextBox1)に入力された対象リスト名に一致するSPListCollectionオブジェクトを生成します。取得したlistItemsオブジェクトを [対象アイテム名] テキストボックス(_TextBox2)に入力された内容に一致するアイテムが存在するか走査します。

一致するアイテムが存在した場合には、タイトル・更新日時・作成日時・作成者・更新者のプロパティ情報を取得し、strResults変数に格納します。最後にchkFlg変数を[true]にセットして終了します。

    public void _GetPropertyButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<listItems.Count;k++)

      {

        // リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem item = listItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==item["Title"].ToString())

        {

          // アイテムプロパティを取得した後に出力

          strResults += ("タイトル：<b>" + item["タイトル"] + "</b><br>");

          strResults += ("更新日時：<b>" + item["更新日時"] + "</b><br>");

          strResults += ("作成日時：<b>" + item["作成日時"] + "</b><br>");

          strResults += ("作成者：<b>" + item["作成者"] + "</b><br>");

          strResults += ("更新者：<b>" + item["更新者"] + "</b><br>");

        }

      }

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }
75. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GetPropertyButton = new HtmlButton();    // ボタンコントロールの生成 

      _GetPropertyButton.InnerText = "取　得";  // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GetPropertyButton.ServerClick += new EventHandler (_GetPropertyButton_click);

      Controls.Add (_GetPropertyButton);   // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

    }
76. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

9.で定義した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。出力の際は[chkFlg]をチェックし、フラグが[false]であればリストアイテムプロパティを取得するための条件の入力画面を出力し、そうでなければ取得結果画面を出力します。また取得の結果画面においては、画面下部に[戻る]ボタンを付与し、クライアントサイドのJavaScriptで前画面に戻す処理を行っています。最後に[chkFlg]を[false]にセットします処理を終了します。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [取得]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        output.Write("対象リスト名： ");           // テキスト情報の出力

        _TextBox1.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象アイテム名： ");     // テキスト情報の出力

        _TextBox2.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>");                      // 改行タグの出力

        _GetPropertyButton.RenderControl(output);  // ボタンコントロールの出力

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n取得したアイテムのプロパティ：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

          + "　　history.back();\n"

          + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

          + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }
(4)「List内の特定アイテムのプロパティ取得サンプル」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.6）内に配置された[取得]ボタンをクリックすると、[対象リスト名]テキストボックス、[対象アイテム名]テキストボックス、[対象プロパティ]テキストボックスに入力された情報をもとに、対象アイテムの指定プロパティ値を取得します。
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図5.6「List内の特定アイテムのプロパティ取得サンプル」Webパーツ
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図5.7 取得した対象リスト内のアイテムプロパティ値


実習　「List内の特定アイテムのプロパティ取得サンプル」アプリケーションの作成

77. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

78. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Returning DirectProperty from a Item.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

79. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
80. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace GettingItemDirectProperty

{
デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class GettingItemDirectPropertyWP : WebPart

{
81. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _GetPropertyButton・・・・・・・・・・・ボタン

· HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2, _TextBox3・・・テキストボックス

82. 各種変数の宣言

· private bool chkFlg = false

[取得]ボタンのクリック有無を監視するフラグ変数です。

· private string strResults
取得処理を実行し、その結果情報を格納するための変数です。

83. [取得]ボタンクリック時の処理定義

指定のリストから対象アイテムのプロパティ情報を取得するため、はじめに対象となるWebサイトを特定する必要があります。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供するため、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。

 [ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用し、テキストボックス(_TextBox1)に入力された対象リスト名に一致するSPListCollectionオブジェクトを生成します。取得したlistItemsオブジェクトを [対象アイテム名] テキストボックス(_TextBox2)に入力された内容に一致するアイテムが存在するか走査します。さらに対象アイテムについて[対象プロパティ名] テキストボックス(_TextBox3)に入力されたプロパティの値を取得し、その結果をstrResults変数に格納します。最後にchkFlg 変数を[true]にセットして終了します。

    public void _GetPropertyButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<listItems.Count;k++)

      {

        // リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem item = listItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==item["Title"].ToString())

        {

          // アイテムプロパティを取得した後に出力

          strResults = (_TextBox3.Value + "：<b>" + item[_TextBox3.Value] + "</b><br>");

        }

      }

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }
84. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GetPropertyButton = new HtmlButton();// ボタンコントロールの生成 

      _GetPropertyButton.InnerText = "取　得";// ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GetPropertyButton.ServerClick += new EventHandler (_GetPropertyButton_click);

      Controls.Add (_GetPropertyButton);        // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox3 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox3.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox3);               // テキストボックスコントロールの追加

    }
85. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

9.で定義した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。出力の際は[chkFlg]をチェックし、フラグが[false]であればリストアイテムプロパティを取得するための条件の入力画面を出力し、そうでなければ取得結果画面を出力します。また取得の結果画面においては、画面下部に[戻る]ボタンを付与し、クライアントサイドのJavaScriptで前画面に戻す処理を行っています。最後に[chkFlg]を[false]にセットします処理を終了します。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [取得]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        output.Write("対象リスト名： ");            // テキスト情報の出力

        _TextBox1.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象アイテム名： ");     // テキスト情報の出力

        _TextBox2.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象プロパティ名： ");   // テキスト情報の出力

        _TextBox3.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>");                      // 改行タグの出力

        _GetPropertyButton.RenderControl(output);  // ボタンコントロールの出力

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n取得したプロパティ値：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

          + "　　history.back();\n"

          + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

          + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }
(5)「List内のアイテムコピー」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.8）内に配置された[コピー]ボタンをクリックすると、[コピー元リスト名]テキストボックス、[コピー元リストアイテム名] テキストボックス、[コピー先リスト名]テキストボックスに入力された情報をもとに、対象アイテムをコピーします。
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図5.8「List内のアイテムコピー」Webパーツ


実習　「List内のアイテムコピー」アプリケーションの作成

86. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

87. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Copying ListItem.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

88. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
89. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace CopyingListItem

{
デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class CopyingListItemWP : WebPart

{
90. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _CopyButton・・・・・・・・・・・・・・ボタン

· HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2, _TextBox3・・・テキストボックス

91. [コピー]ボタンクリック時の処理定義

はじめに対象となるWebサイトを特定する必要があります。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供するため、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。

 [ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用し、[コピー元リスト名]テキストボックス(_TextBox1)に入力された値からコピー元リスト名に一致するsrclistItemsオブジェクトを生成します。同様に[コピー先リスト名]テキストボックス(_TextBox3)に入力された値からコピー先リストとなるdeslistItemsオブジェクトを生成します。

srclistItemsオブジェクトについては、順に [コピー元リストアイテム名] テキストボックス(_TextBox2)に入力されたタイトルに一致するリストアイテムを走査していきます。一致するリストアイテムが見つかったら、Addメソッドを使用してdeslistItemsオブジェクトに新規リストアイテム(desitemオブジェクト)を追加します。追加したコピー先のリストアイテムタイトルに、コピー元のリストアイテムタイトルをセットし、最後にdesitemオブジェクトをUpdateメソッドで更新します。

    public void _CopyButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // コピー元リストのSPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection srclistItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // コピー先リストのSPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection deslistItems = mySite.Lists[_TextBox3.Value].Items;

      // コピー対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<srclistItems.Count;k++)

      {

        // コピー元リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem srcitem = srclistItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==srcitem["Title"].ToString())

        {

          // コピー先リストにSPListItemオブジェクトを新規に追加

          SPListItem desitem = deslistItems.Add();

          // コピー先リストアイテムにコピー元リストアイテムのタイトルをセット

          desitem["Title"] = srcitem["Title"].ToString();

          // 指定のリスト先に対してリストアイテムをコピー

          desitem.Update();

        }

      }

    }
CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _CopyButton = new HtmlButton();        // ボタンコントロールの生成 

      _CopyButton.InnerText = "コピー";      // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _CopyButton.ServerClick += new EventHandler (_CopyButton_click);

      Controls.Add (_CopyButton);            // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox3 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox3.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox3);               // テキストボックスコントロールの追加

    }
92. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

8.で定義した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("コピー元リスト名： ");    // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>コピー元リストアイテム名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>コピー先リスト名： ");          // テキスト情報の出力

      _TextBox3.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                  // <br>の出力

      _CopyButton.RenderControl(output);  // ボタンコントロールの出力

    }
(6)「List内のアイテム移動」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.9）内に配置された[移動]ボタンをクリックすると、[移動元リスト名]テキストボックス、[移動元リストアイテム名] テキストボックス、[移動先リスト名]テキストボックスに入力された情報をもとに、対象アイテムを移動します。
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図5.9「List内のアイテム移動」Webパーツ


実習　「List内のアイテム移動」アプリケーションの作成

93. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

94. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Moving ListItem.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

95. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
96. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace MovingListItem

{
97. デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class MovingListItemWP : WebPart

{
使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _MoveButton・・・・・・・・・・・・・・ボタン

· HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2, _TextBox3・・・テキストボックス

98. [移動]ボタンクリック時の処理定義

はじめに対象となるWebサイトを特定する必要があります。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供するため、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。

 [ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用し、[移動元リスト名]テキストボックス(_TextBox1)に入力された値から移動元リスト名に一致するsrclistItemsオブジェクトを生成します。同様に[移動先リスト名]テキストボックス(_TextBox3)に入力された値から移動先リストとなるdeslistItemsオブジェクトを生成します。

srclistItemsオブジェクトについては、順に [移動元リストアイテム名] テキストボックス(_TextBox2)に入力されたタイトルに一致するリストアイテムを走査していきます。一致するリストアイテムが見つかったら、Addメソッドを使用してdeslistItemsオブジェクトに新規リストアイテム(desitemオブジェクト)を追加します。追加した移動先のリストアイテムタイトルに、移動元のリストアイテムタイトルをセットし、desitemオブジェクトをUpdateメソッドで更新します。最後に移動元の対象リストアイテムをdeleteメソッドで削除し処理を完了します。

    public void _MoveButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // 移動元リストのSPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection srclistItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 移動先リストのSPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection deslistItems = mySite.Lists[_TextBox3.Value].Items;

      // 移動対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<srclistItems.Count;k++)

      {

        // 移動元リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem srcitem = srclistItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==srcitem["Title"].ToString())

        {

          // 移動先リストにSPListItemオブジェクトを新規に追加

          SPListItem desitem = deslistItems.Add();

          // 移動先リストアイテムに移動元リストアイテムのタイトルをセット

          desitem["Title"] = srcitem["Title"].ToString();

          // 指定のリスト先に対してリストアイテムを移動

          desitem.Update();

          // 指定のリストアイテムを削除

          srclistItems.Delete(k);

        }

      }

    }
99. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _MoveButton = new HtmlButton();        // ボタンコントロールの生成 

      _MoveButton.InnerText = "移　動";      // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _MoveButton.ServerClick += new EventHandler (_MoveButton_click);

      Controls.Add (_MoveButton);            // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox3 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox3.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox3);               // テキストボックスコントロールの追加

    }
100. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

8.で定義した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("移動元リスト名： ");      // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>移動元リストアイテム名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>移動先リスト名： "); // テキスト情報の出力

      _TextBox3.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                  // <br>の出力

      _MoveButton.RenderControl(output);   // ボタンコントロールの出力

    }
(7)「List内のアイテム新規作成」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.10）内に配置された[新規作成]ボタンをクリックすると、[対象リスト名]テキストボックス、[作成するリストアイテム名]テキストボックスに入力された情報をもとに、新規リストアイテムを作成します。
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図5.10「List内のアイテム新規作成」Webパーツ


実習　「List内のアイテム新規作成」アプリケーションの作成

101. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

102. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Adding ListItem.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

103. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
104. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace AddingListItem

{
105. デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class AddingListItemWP : WebPart

{
使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _AddButton・・・・・・・・・・・・・・ボタン

· HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2・・・・・・・テキストボックス

106. [新規作成]ボタンクリック時の処理定義

はじめに対象となるWebサイトを特定する必要があります。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供するため、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。

[ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用し、[対象リスト名]テキストボックス(_TextBox1)に入力された内容に一致するSPListCollectionオブジェクトを生成します。生成したlistItemsオブジェクトについて、Addメソッドを使用して新規にSPListItemオブジェクトを作成します。作成したitemオブジェクトには[作成するリストアイテム名]テキストボックス(_TextBox2)に入力されたアイテムタイトル名をセットし、最後にitemオブジェクトをUpdateメソッドで更新します。

    public void _AddButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // SPListItemオブジェクトを新規に追加

      SPListItem item = listItems.Add();

      // アイテムタイトルをセット

      item["Title"] = _TextBox2.Value;

      // 上記セットを踏まえてアイテムを更新

      item.Update();

    }
107. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _AddButton = new HtmlButton();         // ボタンコントロールの生成 

      _AddButton.InnerText = "新規作成";     // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _AddButton.ServerClick += new EventHandler (_AddButton_click);

      Controls.Add (_AddButton);             // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

    }
108. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

8.で定義した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("対象リスト名： ");        // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>作成するリストアイテム名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                  // <br>の出力

      _AddButton.RenderControl(output);    // ボタンコントロールの出力

    }
(8)「List内のアイテム削除」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.11）内に配置された[削除]ボタンをクリックすると、[対象リスト名]テキストボックス、[削除するリストアイテム名]テキストボックスに入力された情報をもとに、対象リストアイテムを削除します。
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図5.11「List内のアイテム削除」Webパーツ


実習　「List内のアイテム削除」アプリケーションの作成

109. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

110. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Deleting ListItem.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

111. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
112. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace DeletingListItem

{
113. デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class DeletingListItemWP : WebPart

{
使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _DelButton・・・・・・・・・・・・・・ボタン

· HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2・・・・・・・テキストボックス

114. [削除]ボタンクリック時の処理定義

はじめに対象となるWebサイトを特定する必要があります。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供するため、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。

[ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用し、[対象リスト名]テキストボックス(_TextBox1)に入力された内容に一致するSPListCollectionオブジェクトを生成します。生成したlistItemsオブジェクトについて、順に[削除するリストアイテム名]テキストボックス(_TextBox2)に入力されたアイテムタイトル名を走査します。アイテムが見つかるとlistItemsオブジェクトについてdeleteメソッドを使用して対象のアイテムを削除します。

    public void _DelButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 削除対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<listItems.Count;k++)

      {

        // SPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem item = listItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==item["Title"].ToString())

        {

          // 指定のリストアイテムを削除

          listItems.Delete(k);

        }

      }

    }
115. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _DelButton = new HtmlButton();       // ボタンコントロールの生成 

      _DelButton.InnerText = "削　除";      // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _DelButton.ServerClick += new EventHandler (_DelButton_click);

      Controls.Add (_DelButton);            // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);              // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);              // テキストボックスコントロールの追加

    }
116. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

8.で定義した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("対象リスト名： ");                  // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>削除するリストアイテム名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                  // <br>の出力

      _DelButton.RenderControl(output);    // ボタンコントロールの出力    }
(9)「List内のアイテムプロパティ追加、変更」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.12）内に配置された[追加]ボタンをクリックすると、[対象リスト名]テキストボックス、[追加するフィールド名]テキストボックスに入力された情報をもとに、対象リストに新規フィールドを作成します。
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図5.12「List内のアイテムプロパティ追加、変更」Webパーツ
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図5.13 対象リスト内に追加されたフィールド

実習　「List内のアイテムプロパティ追加、変更」アプリケーションの作成

117. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

118. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[AddFields ListItem.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

119. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
120. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace AddFieldsListItem

{
デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class AddFieldsListItemWP : WebPart

{
121. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _AddFldButton・・・・・・・・・・・・ボタン

· HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2・・・・・・・テキストボックス

122. [追加]ボタンクリック時の処理定義

はじめに対象となるWebサイトを特定する必要があります。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供するため、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。

[ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用し、[対象リスト名]テキストボックス(_TextBox1)に入力された内容に一致するSPFieldCollectionオブジェクトを生成します。生成したlistFieldsオブジェクトには[追加するリストフィールド名]テキストボックス(_TextBox2)に入力されたフィールド名およびフィールドタイプを、それぞれ引数として指定し、Addメソッドで新規フィールドを追加します。

新規に追加したフィールドはビューオブジェクトに対して明示する必要があります。したがって[対象リスト名]テキストボックス(_TextBox1)に入力された内容に一致するSPViewオブジェクトを生成し、ViewFieldsプロパティを指定することでSPViewFieldCollectionオブジェクトを生成します。生成したSPViewFieldCollectionオブジェクトに対して、新規に追加したフィールドを明示するためAddメソッドにSPFieldオブジェクトであるmyFieldsを引数として渡します。

最後に対象のSPViewオブジェクトをUpdateメソッドで更新します。

    public void _AddFldButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPFieldCollectionオブジェクトを格納

      SPFieldCollection listFields = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Fields;

      // 入力されたフィールド名で、SPFieldオブジェクトを新規追加

      SPField myFields = listFields[listFields.Add(_TextBox2.Value,SPFieldType.Text,true)];

      // SPViewオブジェクトを格納

      SPView myView = mySite.Lists[_TextBox1.Value].DefaultView;

      // SPViewFieldCollectionオブジェクトを格納

      SPViewFieldCollection viewFields= myView.ViewFields;

      // SPViewFieldCollectionオブジェクトに、新規作成したフィールドを追加

      viewFields.Add(myFields);

      // SPViewオブジェクトを更新

      myView.Update();

    }
123. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _AddFldButton = new HtmlButton();      // ボタンコントロールの生成 

      _AddFldButton.InnerText = "追　加";    // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _AddFldButton.ServerClick += new EventHandler (_AddFldButton_click);

      Controls.Add (_AddFldButton);          // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

    }
124. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

8.で定義した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("対象リスト名： ");        // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>追加するフィールド名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                  // <br>の出力

      _AddFldButton.RenderControl(output);       // ボタンコントロールの出力

    }
(10)「List内のアイテム検索」アプリケーション

Webパーツ画面上（図5.14）内に配置された[検索]ボタンをクリックすると、[対象リスト名]テキストボックス、[対象プロパティ名] テキストボックス、[対象の値]テキストボックスに入力された情報をもとに、リストアイテムを検索します。
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図5.14「List内のアイテム検索」Webパーツ
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図5.15 対象リストを検索した結果

実習　「List内のアイテム検索」アプリケーションの作成

125. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

126. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Searching Item.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Web.UI;
using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
using Microsoft.SharePoint.WebControls;
using System.Runtime.InteropServices;
using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サイトおよびそのサブサイトで動作可能あるいはリストのために使用できるオブジェクト・モデルを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

127. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
128. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　　↓

namespace SearchingItem

{
デフォルトコードの変更(Webパーツクラスの継承)

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class SearchingItemWP : WebPart

{
129. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

HtmlButton _GoButton・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ボタン

· HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2, _TextBox3・・・・・・・テキストボックス

130. 各種変数の宣言

· private bool chkFlg = false

[検索]ボタンのクリック有無を監視するフラグ変数です。

· private string strResults
検索処理を実行し、その結果情報を格納するための変数です。

· private int i=0
検索の結果件数を格納するための変数です。

131.  [検索]ボタンクリック時の処理定義

検索条件となる[対象プロパティ名]テキストボックス(_TextBox2)と[対象の値]テキストボックス(_TextBox3)のそれぞれのテキスト情報を文字列型として格納します。

検索対象となるWebサイトを特定するため、SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供し、GetContextWebメソッドを使用して対象となるWebサイトオブジェクトを取得します。

[ mySite ] オブジェクトからListsプロパティを使用し、[対象リスト名]テキストボックス(_TextBox1)に入力された内容に一致するSPListItemCollectionオブジェクトを生成します。

生成したlistItemsオブジェクトに対して、検索条件となる対象プロパティ(_txtProperty)に完全一致する検索条件の値(_txtValue)を順に検索していきます。一致するアイテムが検索された場合には、そのアイテムタイトル名を取得し、strResults変数に格納します。次いでカウンタ[ i ]をインクリメントします。対象リスト内のアイテムに対してすべて走査し、最後に[検索]ボタンをクリックしたことを通知するため[chkFlg]フラグ変数を[true]にセットします。

    public void _GoButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // 入力されたテキストボックスの値を文字列として変数へ格納

      string _txtProperty = _TextBox2.Value.ToString();

      string _txtValue = _TextBox3.Value.ToString();

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<listItems.Count;k++)

      {

        // リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem item = listItems[k];

        // 指定のプロパティと検索値が完全一致するかチェック

        if (_txtValue==item[_txtProperty].ToString())

        {

          // 一致する場合はアイテムのタイトルを出力変数に格納

          strResults += ("検索されたアイテム名：<b>" + item["タイトル"] + "</b><br>");

          // カウント変数を1プラス

          ++i;

        }

      }

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }
132. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GoButton = new HtmlButton();    // ボタンコントロールの生成 

      _GoButton.InnerText = "検　索";  // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GoButton.ServerClick += new EventHandler (_GoButton_click);

      Controls.Add (_GoButton);        // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox3 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox3.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox3);               // テキストボックスコントロールの追加

    }
133. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

9.で定義した情報をWebパーツへ出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。出力の際は[chkFlg]をチェックし、フラグが[false]であればリストアイテムを検索するための画面を出力し、そうでなければ検索の結果画面を出力します。また検索の結果画面においては、画面下部に[戻る]ボタンを付与し、クライアントサイドのJavaScriptで前画面に戻す処理を行っています。最後に[chkFlg]を[false]にセットします処理を終了します。

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [取得]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        output.Write("対象リスト名： ");      // テキスト情報の出力

        _TextBox1.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象プロパティ名： ");   // テキスト情報の出力

        _TextBox2.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象の値： ");     // テキスト情報の出力

        _TextBox3.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>");                // 改行タグの出力

        _GoButton.RenderControl(output);   // ボタンコントロールの出力

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n<b>" + i + "</b> 件見つかりました！：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

          + "　　history.back();\n"

          + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

          + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }
2.6
「Create Site Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションはWebパーツ上で指定されたタイトル・サイト名・説明のテキスト情報を元に基本となるサイトテンプレートを使用したサイトを作成する（図6.1）アプリケーションです。作成されたサイトはブラウザ上で「http:// 仮想サーバー名 / サイト名」を指定することにより参照できます。
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図6.1「Create Site」Webパーツ

実習　「Create Site Webパーツ」アプリケーションの作成

134. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

135. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Create Site.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;
using Microsoft.SharePoint;              

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI.HtmlControls;
using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サブサイトとリストの操作に関するクラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

136. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
さらに以下の全文を削除します。今回のサンプルでは、レンダリングメソッドを変更して文字を出力するため、テキストプロパティは不要となります。
private string text;

[Bindable(true),Category("Appearance"),DefaultValue("")]

    public string Text

    {

        get

        {

              return text;

        }

        set

        {

            text = value;

        }

}
137. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　 ↓

namespace Create_Site
{
138. デフォルトコードの変更(クラスの作成)

これ以降のコードはすべてこの[Create_SiteWP]クラス内に記述していきます。

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class Create_SiteWP : WebPart

{
139. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _buttonRegist・・・・・・「登録」ボタン

· HtmlInputText _inputTitle・・・・・・・「タイトル」テキストボックス

· HtmlInputText _inputName・・・・・・「サイト名」テキストボックス

HtmlInputText _inputDesc・・・・・・・「説明」テキストボックス

140. サイト作成メソッドの定義

サイトを追加するためのメソッドを作成します。引数にサイト名、タイトル、説明を指定することにより新規サイトを作成します。

ベースとなるテンプレートを取得するためにWebパーツの配置されているWebサイトの情報を取得します。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供することから、GetContextWebメソッドを使用して対象となるSPWebオブジェクトを取得します。

[mySite] オブジェクトからWebTemplateプロパティを使用し、テンプレート名を取得します。

[mySite] オブジェクトからWebsプロパティを使用し、SPWebCollectionオブジェクトを生成します。

生成したSPWebCollectionオブジェクトに対して、サイトを新規作成するAddメソッドを実行します。


//サイトの追加


private void AddSite( string webName, string webTitle, string webDescription )


{



// 現在のWebオブジェクトを取得



SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);



// デフォルトのサイトテンプレートの定義



string currentTemplate = mySite.WebTemplate;



// 現在のWebオブジェクトの属すサイト情報の取得



SPWebCollection sites = mySite.Webs;



// サイトの追加メソッドに取得した情報を渡す


sites.Add(webName,webTitle,webDescription,1041,currentTemplate,true,false);


}

141.  [登録]ボタンクリック時の処理定義

サイト作成メソッドを実行します。[サイトタイトル]テキストボックス(_inputTitle)、[サイト名]テキストボックス(_inputName)、[説明]テキストボックス(_inputDesc)のそれぞれのテキスト情報を文字列型として設定します。


// 登録ボタン押下時


public void _buttonRegist_click( object sender, EventArgs e )


{



// サイト登録メソッドに各入力の取得値を渡す



this.AddSite( this._inputName.Value.ToString(), this._inputTitle.Value.ToString(), this._inputDesc.Value.ToString() );


}
142. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。


// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義


protected override void CreateChildControls()


{



// 登録ボタンの定義



this._buttonRegist= new HtmlButton();



// ボタン上の文字列定義



this._buttonRegist.InnerText= "登録";



// イベントの定義


this._buttonRegist.ServerClick += new EventHandler( _buttonRegist_click );



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._buttonRegist );



// サイトタイトル欄の定義



this._inputTitle= new HtmlInputText();



// 表示の初期値定義



this._inputTitle.Value="";



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._inputTitle );



// サイト名欄の定義



this._inputName= new HtmlInputText();



// 表示の初期値定義



this._inputName.Value="";



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._inputName );



// サイト説明欄の定義



this._inputDesc= new HtmlInputText();



// 表示の初期値定義



this._inputDesc.Value="";



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._inputDesc );


}
143. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

Webパーツに情報を出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。


// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力


protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)


{



output.Write("<TABLE><TR>");



// サイトタイトル欄の出力



output.Write("<TD>タイトル</TD><TD>");



this._inputTitle.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR><TR>");



// サイト名欄の出力



output.Write("<TD>サイト名</TD><TD>");



this._inputName.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR><TR>");



// サイト説明欄の出力



output.Write("<TD>説明</TD><TD>");



this._inputDesc.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR><TR><TD COLSPAN=2>");



// 登録ボタンの出力



this._buttonRegist.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR></TABLE>");


}

2.7
「Delete Site Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションはWebパーツ上で選択されたサイトを削除する（図7.1）アプリケーションです。
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図7.1「Delete Site」Webパーツ

実習　「Delete Site Webパーツ」アプリケーションの作成

144. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

145. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Delete Site.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;
using Microsoft.SharePoint;              

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サブサイトとリストの操作に関するクラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

146. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
さらに以下の全文を削除します。今回のサンプルでは、レンダリングメソッドを変更して文字を出力するため、テキストプロパティは不要となります。
private string text;

[Bindable(true),Category("Appearance"),DefaultValue("")]

    public string Text

    {

        get

        {

              return text;

        }

        set

        {

            text = value;

        }

}
147. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　 ↓

namespace Delete_Site
{
148. デフォルトコードの変更(クラスの作成)

これ以降のコードはすべてこの[Delete_SiteWP]クラス内に記述していきます。

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class Delete_SiteWP : WebPart

{
149. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

HtmlButton __buttonDelete・・・・・・「削除」ボタン

· HtmlSelect _selectTitle・・・・・・・・「タイトル」ドロップダウンリストボックス

150. サイト削除メソッドの定義

サイトを削除するためのメソッドを作成します。引数にタイトルを指定することにより対象となるサイトを削除します。

管理下にあるサイトの情報を取得するためにWebパーツの配置されているWebサイトの情報を取得します。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供することから、GetContextSiteメソッドを使用して対象となるSPSiteオブジェクトを取得します。

[mySite] オブジェクトからAllWebsプロパティを使用し、管理下にあるSPWebCollectionオブジェクトを生成します。

すべてのサイトタイトルを取得するために[sites] オブジェクトからWebsプロパティを使用し、SPWebオブジェクトを生成します。

生成したSPWebオブジェクトからタイトルを取得し、引数 webTitle と一致した場合、サイトの削除およびドロップダウンリストボックスからのアイテムの削除を実行します。


// 削除メソッド


private void DelSite( string webTitle )


{



// 現在のサイト情報の取得 



SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);



// 管理下にあるサイト情報の取得



SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;



// サイト分ループする



foreach( SPWeb webs in sites )



{




// 引数と一致するサイトの場合




if( webs.Title.Equals( webTitle ) )




{





// 削除実行





webs.Delete();


this._selectTitle.Items.Remove( this._selectTitle.Value );





// ループの終了





break;




}



}




}

151.  [削除]ボタンクリック時の処理定義

サイト削除メソッドを実行します。[タイトル]ドロップダウンリストボックス(_selectTitle)の選択値を設定します。


// 削除ボタン押下時


public void _buttonDelete_click( object sender, EventArgs e )


{



// サイト削除メソッドにサイト名を渡す



this.DelSite( this._selectTitle.Value );


}
152. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。


// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義


protected override void CreateChildControls()


{



// 削除ボタンの定義



this._buttonDelete= new HtmlButton();



// ボタン上の文字列定義



this._buttonDelete.InnerText= "削除";



// イベントの定義



this._buttonDelete.ServerClick += new EventHandler( _buttonDelete_click );



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._buttonDelete );



// タイトル選択の定義



this._selectTitle = new HtmlSelect();



// 現在のサイト情報の取得 



SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);



// 管理下にあるサイト情報の取得



SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;



// サイト分ループする



foreach( SPWeb webs in sites )



{




// 選択アイテム追加




this._selectTitle.Items.Add( webs.Title );



}



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._selectTitle );

}
153. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

Webパーツに情報を出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。


// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力


protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)


{



// サイトタイトル選択欄の出力



output.Write("タイトル");



this._selectTitle.RenderControl(output);



output.Write("<br>");



// 削除ボタンの出力



this._buttonDelete.RenderControl(output);



output.Write("<br>");

}

2.8
「Add User Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションはWebパーツ上で指定されたユーザーを追加する（図8.1）アプリケーションです。ユーザーはOS上で定義済みのユーザーが対象となります。
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図8.1「Add User」Webパーツ

実習　「Add User Webパーツ」アプリケーションの作成

154. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

155. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Add User.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;
using Microsoft.SharePoint;              

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サブサイトとリストの操作に関するクラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

156. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
さらに以下の全文を削除します。今回のサンプルでは、レンダリングメソッドを変更して文字を出力するため、テキストプロパティは不要となります。
private string text;

[Bindable(true),Category("Appearance"),DefaultValue("")]

    public string Text

    {

        get

        {

              return text;

        }

        set

        {

            text = value;

        }

}
157. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　 ↓

namespace Add_User
{
158. デフォルトコードの変更(クラスの作成)

これ以降のコードはすべてこの[Add_UserWP]クラス内に記述していきます。

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class Add_UserWP : WebPart

{
159. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _buttonRegist・・・・・・・「登録」ボタン

· HtmlInputText _inputUser・・・・・・・「ユーザー名」テキストボックス

· HtmlInputText _inputShow・・・・・・・「表示名」テキストボックス

· HtmlInputText _inputEmail・・・・・・・「e-mail」テキストボックス

· HtmlInputText _inputNotes・・・・・・・「説明」テキストボックス

160. ユーザー追加メソッドの定義

ユーザーを追加するためのメソッドを作成します。引数にユーザー名、表示名、e-mail、説明を指定することによりサイトにユーザーを追加します。指定できるユーザーはOS上で登録されているユーザーになります。

管理下にあるサイトの情報を取得するためにWebパーツの配置されているWebサイトの情報を取得します。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供することから、GetContextSiteメソッドを使用して対象となるSPSiteオブジェクトを取得します。

[mySite] オブジェクトからAllWebsプロパティを使用し、管理下にあるSPWebCollectionオブジェクトを生成します。

すべてのサイト情報を取得するために[sites] オブジェクトからWebsプロパティを使用し、SPWebオブジェクトを生成します。

生成したSPWebオブジェクトからルートサイトを取得し、管理者権限のSPRoleオブジェクトを作成します。各引数をSPRoleオブジェクトのAddメソッドに指定しユーザーを作成します。


// ユーザー追加メソッド


private void AddUser( string UserName, string ShowName, string Email, string Notes )


{



// 現在のサイト情報の取得 



SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);



// 管理下にあるサイト情報の取得



SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;



// サイト分ループする



foreach( SPWeb webs in sites )



{




// ルートサイトの取得




if( webs.IsRootWeb )




{





// 対象となる権限





SPRole admins = webs.Roles["管理者"];





// ユーザー追加実行





admins.AddUser( UserName, Email, ShowName, Notes );





break;




}



}

}

161.  [登録]ボタンクリック時の処理定義

ユーザーの追加メソッドを実行します。[ユーザー名]テキストボックス(_inputUser)、[表示名]テキストボックス(_inputShow)、[e-mail]テキストボックス(_inputEmail) 、[備考]テキストボックス(_inputNotes)のそれぞれのテキスト情報を文字列型として設定します。


// 登録ボタン押下時


public void _buttonRegist_click( object sender, EventArgs e )


{



// サイト登録メソッドに各入力の取得値を渡す



this.AddUser( this._inputUser.Value.ToString(), 




this._inputShow.Value.ToString(),




this._inputEmail.Value.ToString(),




this._inputNotes.Value.ToString()




);


}
162. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。


// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義


protected override void CreateChildControls()


{



// 登録ボタンの定義



this._buttonRegist= new HtmlButton();



// ボタン上の文字列定義



this._buttonRegist.InnerText= "登録";



// イベントの定義



this._buttonRegist.ServerClick += new EventHandler( _buttonRegist_click );



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._buttonRegist );



// ユーザー名の定義



this._inputUser = new HtmlInputText();



// 表示の初期値定義



this._inputUser.Value="";



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._inputUser );



// 表示名の定義



this._inputShow = new HtmlInputText();



// 表示の初期値定義



this._inputShow.Value="";



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._inputShow );



// e-mailの定義



this._inputEmail = new HtmlInputText();



// 表示の初期値定義



this._inputEmail.Value="";



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._inputEmail );



// 備考の定義



this._inputNotes = new HtmlInputText();



// 表示の初期値定義



this._inputNotes.Value="";



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._inputNotes );


}
163. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

Webパーツに情報を出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。


// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力


protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)


{



output.Write("<TABLE><TR>");



// ユーザー名欄の出力



output.Write("<TD>ユーザー名</TD><TD>");



this._inputUser.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR><TR>");



// 表示名欄の出力



output.Write("<TD>表示名</TD><TD>");



this._inputShow.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR><TR>");



// メール欄の出力



output.Write("<TD>メール</TD><TD>");



this._inputEmail.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR><TR>");



// 備考欄の出力



output.Write("<TD>備考</TD><TD>");



this._inputNotes.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR><TR><TD COLSPAN=2>");



// 登録ボタンの出力



this._buttonRegist.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR></TABLE>");

}

2.9
「Delete User Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションはWebパーツ上で選択されたユーザーを削除する（図9

.1）アプリケーションです。
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図9.1「Delete User」Webパーツ

実習　「Delete User Webパーツ」アプリケーションの作成

164. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

165. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Delete Uers.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;
using Microsoft.SharePoint;              

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サブサイトとリストの操作に関するクラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

166. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
さらに以下の全文を削除します。今回のサンプルでは、レンダリングメソッドを変更して文字を出力するため、テキストプロパティは不要となります。
private string text;

[Bindable(true),Category("Appearance"),DefaultValue("")]

    public string Text

    {

        get

        {

              return text;

        }

        set

        {

            text = value;

        }

}
167. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　 ↓

namespace Delete_User
{
168. デフォルトコードの変更(クラスの作成)

これ以降のコードはすべてこの[Delete_UserWP]クラス内に記述していきます。

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class Delete_UserWP : WebPart

{
169. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton __buttonDelete・・・・・・「削除」ボタン

· HtmlSelect _selectTitle・・・・・・・・「タイトル」ドロップダウンリストボックス

170. サイト削除メソッドの定義

サイトを削除するためのメソッドを作成します。引数にタイトルを指定することにより対象となるサイトを削除します。

管理下にあるサイトの情報を取得するためにWebパーツの配置されているWebサイトの情報を取得します。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供することから、GetContextSiteメソッドを使用して対象となるSPSiteオブジェクトを取得します。

[mySite] オブジェクトからAllWebsプロパティを使用し、管理下にあるSPWebCollectionオブジェクトを生成します。

すべてのサイトタイトルを取得するために[sites] オブジェクトからWebsプロパティを使用し、SPWebオブジェクトを生成します。

生成したSPWebオブジェクトからタイトルを取得し、引数 webTitle と一致した場合、サイトの削除およびドロップダウンリストボックスからのアイテムの削除を実行します。


// 削除メソッド


private void DelSite( string webTitle )


{



// 現在のサイト情報の取得 



SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);



// 管理下にあるサイト情報の取得



SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;



// サイト分ループする



foreach( SPWeb webs in sites )



{




// 引数と一致するサイトの場合




if( webs.Title.Equals( webTitle ) )




{





// 削除実行





webs.Delete();


this._selectTitle.Items.Remove( this._selectTitle.Value );





// ループの終了





break;




}



}




}

171.  [削除]ボタンクリック時の処理定義

サイト削除メソッドを実行します。[タイトル]ドロップダウンリストボックス(_selectTitle)の選択値を設定します。


// 削除ボタン押下時


public void _buttonDelete_click( object sender, EventArgs e )


{



// サイト削除メソッドにサイト名を渡す



this.DelSite( this._selectTitle.Value );


}
172. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。


// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義


protected override void CreateChildControls()


{



// 削除ボタンの定義



this._buttonDelete= new HtmlButton();



// ボタン上の文字列定義



this._buttonDelete.InnerText= "削除";



// イベントの定義



this._buttonDelete.ServerClick += new EventHandler( _buttonDelete_click );



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._buttonDelete );



// タイトル選択の定義



this._selectTitle = new HtmlSelect();



// 現在のサイト情報の取得 



SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);



// 管理下にあるサイト情報の取得



SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;



// サイト分ループする



foreach( SPWeb webs in sites )



{




// 選択アイテム追加




this._selectTitle.Items.Add( webs.Title );



}



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._selectTitle );

}
173. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

Webパーツに情報を出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。


// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力


protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)


{



// サイトタイトル選択欄の出力



output.Write("タイトル");



this._selectTitle.RenderControl(output);



output.Write("<br>");



// 削除ボタンの出力



this._buttonDelete.RenderControl(output);



output.Write("<br>");

}

2.10
「Add WebParts Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションはWebパーツ上で指定されたWebパーツを指定されたサイトのTopZoneに追加する（図10.1）アプリケーションです。
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図10.1「Add WebParts」Webパーツ

実習　「Add WebParts Webパーツ」アプリケーションの作成

174. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

175. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Add WebParts.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;
using Microsoft.SharePoint;              

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サブサイトとリストの操作に関するクラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

176. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
さらに以下の全文を削除します。今回のサンプルでは、レンダリングメソッドを変更して文字を出力するため、テキストプロパティは不要となります。
private string text;

[Bindable(true),Category("Appearance"),DefaultValue("")]

    public string Text

    {

        get

        {

              return text;

        }

        set

        {

            text = value;

        }

}
177. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　 ↓

namespace Add_WebParts
{
178. デフォルトコードの変更(クラスの作成)

これ以降のコードはすべてこの[Add_WebPartsWP]クラス内に記述していきます。

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class Add_WebPartsWP : WebPart

{
179. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton _buttonRegist・・・・・・・「登録」ボタン

· HtmlSelect _selectSite・・・・・・・・「サイト」ドロップダウンリストボックス

· HtmlInputFile _inputDWP・・・・・・・「DWPファイル」選択テキストボックス

180. パーツ追加メソッドの定義

パーツを追加するためのメソッドを作成します。引数に追加先サイト名、DWPファイルの内容を指定することによりサイトにパーツを追加します。追加されるパーツは通常のパーツ追加と同じくGACへの登録、安全なコントロールとしての登録は前もって実施してください。

管理下にあるサイトの情報を取得するためにWebパーツの配置されているWebサイトの情報を取得します。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供することから、GetContextSiteメソッドを使用して対象となるSPSiteオブジェクトを取得します。

[mySite] オブジェクトからAllWebsプロパティを使用し、管理下にあるSPWebCollectionオブジェクトを生成します。

すべてのサイト情報を取得するために[sites] オブジェクトからWebsプロパティを使用し、SPWebオブジェクトを生成します。

生成したSPWebオブジェクトと引数のサイト名が同じものを取得します。[webs]オブジェクトからGetWebPartCollectionメソッドを使用しSPWebPartCollectionオブジェクトを取得します。

SPWebPartCollectionオブジェクトのAddメソッドを使用しWebパーツのDWP情報を反映します。また戻り値のGUID値を利用し、表示位置の指定、表示設定を行い、SaveChangesメソッドの発行によりWebパーツの登録を有効化します。


// パーツ追加メソッド


private void AddParts( string webTitle, string fileDWP )


{



// 現在のサイト情報の取得 



SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);



// 管理下にあるサイト情報の取得



SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;



// サイト分ループする



foreach( SPWeb webs in sites )



{




// 引数と一致するサイトの場合




if( webs.Title.Equals( webTitle ) )




{





// サイトのWebPartCollectionを取得





SPWebPartCollection parts = webs.GetWebPartCollection( mySite.MakeFullUrl(webs.ServerRelativeUrl) + "/default.aspx" , Microsoft.SharePoint.WebPartPages.Storage.Shared);




// DWPファイルの対象パーツの追加





System.Guid guid = parts.Add( fileDWP );





// パーツの表示位置設定





parts[guid].ZoneID = "TopZone";





// 表示定義





parts[guid].IsIncluded = true;





// パーツ情報の保存





parts.SaveChanges( guid );





break;




}



}

}
181.  [登録]ボタンクリック時の処理定義

Webパーツの追加メソッドを実行します。[DWPファイル] 選択テクストボックス(_inputDWP)で指定されたファイルをファイルストリームを使用し取得します。 [サイト] ドロップダウンリストボックス(_selectSite)およびファイルストリームから取得したDWPファイルの内容のテキスト情報を文字列型として設定します。この際DWPファイルの内容はXML形式のテキストであるため、ASCII形式にエンコードする必要があります。


// 登録ボタン押下時


public void _buttonRegist_click( object sender, EventArgs e )


{



// ファイル取得準備


System.IO.Stream streem = this._inputDWP.PostedFile.InputStream;



// ファイル取得用バイト配列定義



byte[] file = new byte[ streem.Length ];



// ファイル読み込み



streem.Read( file, 0 , (int)streem.Length );



// ファイル取得終了



streem.Close();



// パーツ追加メソッドの呼出


AddParts( this._selectSite.Value.ToString(), System.Text.Encoding.ASCII.GetString( file ) );


}
182. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。


// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義


protected override void CreateChildControls()


{



// 登録ボタンの定義



this._buttonRegist= new HtmlButton();



// ボタン上の文字列定義



this._buttonRegist.InnerText= "登録";



// イベントの定義



this._buttonRegist.ServerClick += new EventHandler( _buttonRegist_click );



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._buttonRegist );



// サイト選択の定義



this._selectSite = new HtmlSelect();



// 現在のサイト情報の取得 



SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);



// 管理下にあるサイト情報の取得



SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;



// サイト分ループする



foreach( SPWeb web in sites )



{




// 実体のあるサイトのみ対象




if( web.AlternateHeader != null )




{





// リストに追加





this._selectSite.Items.Add( web.Title );




}



}





Controls.Add( this._selectSite );



// DWP指定の定義



this._inputDWP = new HtmlInputFile();



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._inputDWP );
}
183. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

Webパーツに情報を出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。


// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力


protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)


{



output.Write("<TABLE><TR>");



// サイト選択欄の出力



output.Write("<TD>サイト</TD><TD>");



this._selectSite.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR><TR>");



// DWP指定欄の出力



output.Write("<TD>DWPファイル</TD><TD>");



this._inputDWP.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR><TR><TD COLSPAN=2>");



// 登録ボタンの出力



this._buttonRegist.RenderControl(output);



output.Write("</TD></TR></TABLE>");

}
2.11
「Delete WebParts Webパーツ」アプリケーション

作成するサンプルアプリケーション

このサンプル アプリケーションはWebパーツ上で選択されたWebパーツを削除する（図11.1）アプリケーションです。
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図11.1「Delete WebParts」Webパーツ

実習　「Delete WebParts Webパーツ」アプリケーションの作成

184. 第1部1.1におけるコーディング前の共通事項を参照し、操作を完了してください。

185. デフォルトコードの変更(ネームスペース ディレクティブの追加)

ソリューションエクスプローラから、[Delete WebParts.cs]を編集します。最上段のネームスペースディレクティブ4行の後に、5行のネームスペースディレクティブを追加します。

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;
using Microsoft.SharePoint;              

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI.HtmlControls;
· using Microsoft.SharePoint;
この名前空間は、サブサイトとリストの操作に関するクラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using Microsoft.SharePoint. WebControls;
この名前空間は、ウェブサイトの中でサイトページとリストページに使用されるウェブ形式コントロールを提供します。

· using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;
この名前空間は、カスタムWebパーツを作成するための基底クラス、インターフェースおよびメンバが用意されています。

· using System.Runtime.InteropServices;
この名前空間は、COM オブジェクトにアクセスしたり、.NET からネイティブ API にアクセスするために役立つクラスのコレクションが用意されています。

· using System.Web.UI.HtmlControls;
この名前空間は、Web ページ上に Web サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。

186. デフォルトコードの変更(余分なコードの削除と変更)

以下の余分なコードを削除します。

[DefaultProperty("Text"),
   ToolboxData("<{0}:WebCustomControl1 runat=server></{0}:WebCustomControl1>")]
さらに以下の全文を削除します。今回のサンプルでは、レンダリングメソッドを変更して文字を出力するため、テキストプロパティは不要となります。
private string text;

[Bindable(true),Category("Appearance"),DefaultValue("")]

    public string Text

    {

        get

        {

              return text;

        }

        set

        {

            text = value;

        }

}
187. デフォルトコードの変更(ネームスペースの変更)

namespace WebControlLibrary1

{
　　 ↓

namespace Delete_WebParts
{
188. デフォルトコードの変更(クラスの作成)

これ以降のコードはすべてこの[Delete_WebPartsWP]クラス内に記述していきます。

public class WebCustomControl1 : System.Web.UI.WebControls.WebControl

{
　　　↓

public class Delete_WebPartsWP : WebPart

{
189. 使用するWebコントロールの宣言

System.Web.UI.HtmlControls 名前空間は、Web フォーム ページに HTML サーバー コントロールを作成するときに使用するクラスのコレクションです。HTML サーバー コントロールはサーバー上で実行され、ほとんどのブラウザでサポートされている標準の HTML タグに直接変換されます。これにより、Web パーツページの HTML 要素をプログラムによって制御できます。

· HtmlButton __buttonDelete・・・・・・「削除」ボタン

· HtmlSelect _selectTitle・・・・・・・・「サイト内パーツ」ドロップダウンリストボックス

190. サイト削除メソッドの定義

サイトを削除するためのメソッドを作成します。引数にタイトルを指定することにより対象となるサイトを削除します。

管理下にあるサイトの情報を取得するためにWebパーツの配置されているWebサイトの情報を取得します。SPControlクラスはベースとなるWebフォームコントロールを提供することから、GetContextSiteメソッドを使用して対象となるSPSiteオブジェクトを取得します。

[mySite] オブジェクトからAllWebsプロパティを使用し、管理下にあるSPWebCollectionオブジェクトを生成します。

すべてのサイトタイトルを取得するために[sites] オブジェクトからWebsプロパティを使用し、SPWebオブジェクトを生成します。

生成したSPWebオブジェクトからタイトルを取得し、引数 strList のサイト名部分と一致した場合、GetWebPartCollectionメソッドを使用して、該当サイト内のSPWebPartCollectionオブジェクトを取得します。

生成した[parts]オブジェクトからタイトルを取得し、引数 strList のパーツ名部分と一致した場合、Deleteメソッドを使用してパーツの削除を実行します。


// 削除メソッド


private void DelSite( string webTitle )


{



// 現在のサイト情報の取得 



SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);



// 管理下にあるサイト情報の取得



SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;



// サイト分ループする



foreach( SPWeb webs in sites )



{




// 引数と一致するサイトの場合




if( webs.Title.Equals( webTitle ) )




{





// 削除実行





webs.Delete();


this._selectTitle.Items.Remove( this._selectTitle.Value );





// ループの終了





break;




}



}




}

191.  [削除]ボタンクリック時の処理定義

パーツ削除メソッドを実行します。[サイト内パーツ]ドロップダウンリストボックス(_selectSiteParts)の選択値を設定します。



// 削除ボタン押下時


public void _buttonDelete_click( object sender, EventArgs e )


{



// パーツ削除メソッドの呼出



DelParts( this._selectSiteParts.Value.ToString() );


}
192. CreateChildControlsメソッドをオーバーライド

Webパーツ内に出力する各種コントロールを定義するためにCreateChildControlsメソッドをオーバーライドします。


// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義


protected override void CreateChildControls()


{



// 削除ボタンの定義



this._buttonDelete= new HtmlButton();



// ボタン上の文字列定義



this._buttonDelete.InnerText= "削除";



// イベントの定義



this._buttonDelete.ServerClick += new EventHandler( _buttonDelete_click );



// オブジェクトの設定



Controls.Add( this._buttonDelete );



// サイト--パーツ選択の定義



this._selectSiteParts = new HtmlSelect();



// 現在のサイト情報の取得 



SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);



// 管理下にあるサイト情報の取得



SPWebCollection webs = mySite.AllWebs;



// サイト分ループする



foreach( SPWeb web in webs )



{




// 実体のあるサイトのみ対象




if( web.AlternateHeader != null )




{





// サイト内のパーツリスト取得





SPWebPartCollection parts = web.GetWebPartCollection( mySite.MakeFullUrl(web.ServerRelativeUrl) + "/default.aspx" , Microsoft.SharePoint.WebPartPages.Storage.Shared);





// パーツのチェック





for( int iCount = 0 ; iCount < parts.Count ; iCount++)





{






// リストに追加






this._selectSiteParts.Items.Add( web.Title + " -- " + parts[iCount].Title );





}




}



}





Controls.Add( this._selectSiteParts );

}
193. RenderWebPartメソッドをオーバーライド

Webパーツに情報を出力するため、RenderWebPartメソッドをオーバーライドします。


// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力


protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)


{



// サイト--パーツ選択欄の出力



output.Write("サイト内パーツ>");



this._selectSiteParts.RenderControl(output);



output.Write("<BR>");



// 削除ボタンの出力



this._buttonDelete.RenderControl(output);

}

第3部 サンプルアプリケーションソースコード

3.1
「Hello World Webパーツ」アプリケーション

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI.HtmlControls;

namespace HelloWorld

{

// GUID設定

[GuidAttribute("C5AA3A02-8036-45df-884C-2A7802D0B865")]

// HelloWorldWPクラスを作成

public class HelloWorldWP : WebPart

  {


   // RenderWebPartをオーバーライド

protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

// "Hello World !!"を出力

output.Write("Hello World !!");

    }

  }

}
3.2
「Connection Webパーツ」アプリケーション

(1)「CellProvider.cs」

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages.Communication;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace ICellDemo

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("26115336-076A-4d10-B006-56F828D66BD1")]

  // 派生クラスの生成

  public class CellProvider : WebPart, ICellProvider

  {

    // CellProviderInit イベントの宣言

    public event CellProviderInitEventHandler CellProviderInit;

    // CellReady Event イベントの宣言

    public event CellReadyEventHandler CellReady;

    // クライアント側における処理を実行するかどうか追跡するための変数

    private bool _runAtClient = false;

    // 接続状態カウンタ変数

    private int _cellConnectedCount = 0;

    // WebパーツUI

    private Button _cellButton;    // ボタンコントロール

    private TextBox _cellInput;    // テキストボックスコントロール

    // Cell情報を格納する変数

    private string _cellName;

    private string _cellDisplayName;

    // Webパーツ中のボタンがクリックを監視するフラグ

    private bool _cellClicked = false;

    // EnsureInterfaces()をオーバーライドし、[接続]メニュー以下の項目を登録

    public override void EnsureInterfaces()

    {

      // ICellProviderインターフェースを登録

      RegisterInterface(

        "MyCellProviderInterface_WPQ_",       //インターフェースの名前

        InterfaceTypes.ICellProvider,         //インターフェースのタイプ

        WebPart.LimitOneConnection,           //接続数を"単一のみ"に設定

        ConnectionRunAt.ServerAndClient,     //インターフェースの実行環境定義

        this,                                     //インターフェイスオブジェクト

        "CellProviderInterface_WPQ_",        //サーバー側インターフェースの名前

        "値の送信先",                             //インターフェースの一般説明

        "値の送信先");                            //インターフェースの詳細説明

    }

    // 現在のWebパーツの配置に基づき、クライアントもしくはサーバー上で

    // Webパーツが動作可能かどうか決定するための[CanRunAt()]をオーバーライド

    public override ConnectionRunAt CanRunAt()

    {

      // Webパーツはサーバーとクライアントの両方で動作できることを返す

      return ConnectionRunAt.ServerAndClient;

    }

    // 接続されたことをWebパーツへ通知するための[PartCommunicationConnect]を

    // オーバーライドする

    public override void PartCommunicationConnect(string interfaceName,

      WebPart connectedPart,

      string connectedInterfaceName,

      ConnectionRunAt runAt)

    {

      // 接続対象がクライアント側のWebパーツかどうか確認する

      if (runAt == ConnectionRunAt.Client)

      {

        // 接続対象がクライアント側のWebパーツのとき[_runAtClient = true]にセット

        _runAtClient = true;

        // 戻り値を返す

        return;

      }

      // インターフェース名を確認

      if (interfaceName == "MyCellProviderInterface_WPQ_")

      {

        // サーバー側のインターフェース名であれば

        // 接続カウンタをインクリメント

        _cellConnectedCount++;

      }

    }

    // サーバー側のInitイベントを取り扱う[PartCommunicationInit]をオーバーライド

    public override void PartCommunicationInit()

    {

      // _cellConnectedCountが0より大きい場合、つまり接続が維持されている状態

      if(_cellConnectedCount > 0)

      {

        // 送信側パーツが存在する場合、initイベントを送信

        if (CellProviderInit != null)

        {

          // CellProviderInitEventArgs オブジェクトを生成

          CellProviderInitEventArgs cellProviderInitArgs = new CellProviderInitEventArgs();

          // フィールド名をセット

          cellProviderInitArgs.FieldName = _cellName;

          cellProviderInitArgs.FieldDisplayName  = _cellDisplayName;

          // CellProviderInitイベントを通知

          // CellReadyイベントが通知される際にどのタイプのセルを受け取るか

          // 受信側のWebパーツに通知

          CellProviderInit(this, cellProviderInitArgs);

        }

      }

    }

    // PartCommunicationMain()をオーバーライド

    // この時Webパーツは、例えばCellReadyなどが必要とするすべてのイベントを送信する

    public override void PartCommunicationMain()

    {

      // _cellConnectedCountが0より大きい場合、つまり接続が維持されている状態

      if(_cellConnectedCount > 0)

      {

        // 受信側パーツが存在する場合、CellReadyイベントを送信

        if (CellReady != null)

        {

          // [CellReadyEventArgs()]インスタンス作成

          CellReadyEventArgs cellReadyArgs = new CellReadyEventArgs();

          // ユーザーがボタンをクリックし、値を送信する場合

          if (_cellClicked)

          {

            // TextBoxテキスト値にセルをセットし、

            // この値が受信側のパーツのもとへ送られる値となる

            cellReadyArgs.Cell = _cellInput.Text;

          }

          else

          {

            // ユーザーがボタンをクリックしなかった場合は単に空文字列を送信

            cellReadyArgs.Cell = "";

          }

          // CellReadyイベントを通知し、受信側パーツはセルの値を受信

          CellReady(this, cellReadyArgs);

        }

      }

    }

    // CellConsumerInit()イベントハンドラ

    public void CellConsumerInit(object sender, CellConsumerInitEventArgs cellConsumerInitArgs)

    {

      // 受信側パーツがどのタイプの「セル」を要求するか、送信側パーツが判断する

      // このコード例については、何もここに記述する必要はありません

    }

    // 指定の出力パラメータをこのWebパーツコントロールに与えるため

    // RenderWebPart()をオーバーライドする

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // スクリプト記述を出力

      if (_runAtClient)

      {

        output.Write(ReplaceTokens("<h3>接続状態：送信側接続中</h3>\n"

          + "<input type=\"text\" id=\"CellInput_WPQ_\"/>\n"

          + "<button id=\"CellButton_WPQ_\" onclick=\"CellButtonOnClick_WPQ_()\">値を送信する</button>\n"

          + "<SCRIPT LANGUAGE=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "    var CellProviderInterface_WPQ_ = new myCellProviderInterface_WPQ_();\n"

          + "    function myCellProviderInterface_WPQ_()\n"

          + "    {\n"

          + "        this.PartCommunicationInit = myInit;\n"

          + "        this.PartCommunicationMain = myMain;\n"

          + "        this.CellConsumerInit = myCellConsumerInit;\n"

          + "        function myInit()\n"

          + "        {\n"

          + "            var cellProviderInitArgs = new Object();\n"

          + "            cellProviderInitArgs.FieldName = \"CellName\";\n"

          + "            WPSC.RaiseConnectionEvent(\"MyCellProviderInterface_WPQ_\", \"CellProviderInit\", cellProviderInitArgs);\n"

          + "        }\n"

          + "        function myMain()\n"

          + "        {\n"

          + "            var cellReadyArgs = new Object();\n"

          + "            cellReadyArgs.Cell = \"\";\n"

          + "            WPSC.RaiseConnectionEvent(\"MyCellProviderInterface_WPQ_\", \"CellReady\", cellReadyArgs);\n"

          + "        }\n"

          + "        function myCellConsumerInit(sender, cellConsumerInitArgs)\n"

          + "        {\n"

          + "        }\n"

          + "    }\n"

          + "    function CellButtonOnClick_WPQ_()\n"

          + "    {\n"

          + "        var cellReadyArgs = new Object();\n"

          + "        cellReadyArgs.Cell = document.all(\"CellInput_WPQ_\").value;\n"

          + "        WPSC.RaiseConnectionEvent(\"MyCellProviderInterface_WPQ_\", \"CellReady\", cellReadyArgs);\n"

          + "    }\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>"));

      }

      else

      {

        // インターフェース接続がない場合のメッセージ出力

        output.Write("接続状態：なし");

      }

    }

    // Webパーツのコントロールを生成するため、

    // CreateChildControls()をオーバーライドする

    protected override void CreateChildControls()

    {

      // ボタンの生成

      _cellButton = new Button();            // ボタンコントロールを作成

      _cellButton.ID = "CellButton";         // ボタンIDをセット

      _cellButton.Text = "値を送信する";     // ボタンテキストをセット

      Controls.Add(_cellButton);             // ボタンコントロールを出力

      _cellInput = new TextBox();            // テキストボックスコントロールを作成

      _cellInput.ID = "CellInput";           // テキストボックスIDをセット

      Controls.Add(_cellInput);              // テキストボックスコントロールを出力

      // セル情報を設定

      // この情報はCellProviderInitイベントの通知により受信側パーツに渡される

      _cellName = "CellInput";

      _cellDisplayName = "CellDisplayInput";

      // [false]で初期化設定 -- ユーザーがまだクリックしていない状態

      _cellClicked = false;

      // イベントハンドラの生成

      _cellButton.Click += new EventHandler(CellButtonClicked);

    }

    // CellButtonClicked()イベントハンドラ

    private void CellButtonClicked(object sender, EventArgs e)

    {

      _cellClicked = true;     // ボタンがクリックされたら、フラグを[true]へセット

    }

  }

}
(2)「CellConsumer.cs」

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages.Communication;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace ICellDemo

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("3B7EB9B9-AB3A-4480-B41A-25A1719EB18C")]

  // 派生クラスの生成

  public class CellConsumer : WebPart, ICellConsumer

  {

    // CellConsumerInit イベントの宣言

    public event CellConsumerInitEventHandler CellConsumerInit;

    // クライアント側における処理を実行するかどうか追跡するための変数

    private bool _runAtClient = false;

    // 接続状態カウンタ変数

    private int _cellConnectedCount = 0;

    // WebパーツUI

    private Label _cellLabel;     // ラベルコントロール

    // Cell情報を格納する変数

    private string _cellName;

    private string _cellDisplayName;

    // EnsureInterfaces()をオーバーライドし、[接続]メニュー以下の項目を登録

    public override void EnsureInterfaces()

    {

      // ICellConsumerインターフェースを登録

      RegisterInterface(

        "MyCellConsumerInterface_WPQ_",     //インターフェースの名前

        InterfaceTypes.ICellConsumer,       //インターフェースのタイプ

        WebPart.LimitOneConnection,         //接続数を"単一のみ"に設定

        ConnectionRunAt.ServerAndClient,   //インターフェースの実行環境定義

        this,                                   //インターフェイスオブジェクト

        "CellConsumerInterface_WPQ_",      //クライアント側インターフェースの名前

        "値の送信元",                           //インターフェースの一般説明

        "値の送信元");                          //インターフェースの詳細説明

    }

    // 現在のWebパーツの配置に基づき、クライアントもしくはサーバー上で

    // Webパーツが動作可能かどうか決定するための[CanRunAt()]をオーバーライド

    public override ConnectionRunAt CanRunAt()

    {

      // Webパーツはサーバーとクライアントの両方で動作できることを返す

      return ConnectionRunAt.ServerAndClient;

    }

    // 接続されたことをWebパーツへ通知するための[PartCommunicationConnect]を

    // オーバーライドする

    public override void PartCommunicationConnect(string interfaceName,

      WebPart connectedPart,

      string connectedInterfaceName,

      ConnectionRunAt runAt)

    {

      // 接続対象が対応のクライアント側のWebパーツかどうか確認する

      if (runAt == ConnectionRunAt.Client)

      {

        // 接続対象が対応のクライアント側のWebパーツのとき

        // [_runAtClient = true]にセット

        _runAtClient = true;

        // 戻り値を返す

        return;

      }

      // インターフェース名を確認

      if (interfaceName == "MyCellConsumerInterface_WPQ_")

      {

        // クライアント側のインターフェース名であれば

        // 接続カウンタをインクリメントする

        _cellConnectedCount++;

      }

    }

    // サーバー側のInitイベントを取り扱う[PartCommunicationInit]をオーバーライド

    public override void PartCommunicationInit()

    {

      // _cellConnectedCountが0より大きい場合、つまり接続が維持されている状態

      if(_cellConnectedCount > 0)

      {

        // 受信側パーツが存在する場合、initイベントを送信

        if (CellConsumerInit != null)

        {

          // CellConsumerInitEventArgs オブジェクトを生成

          CellConsumerInitEventArgs cellConsumerInitArgs = new CellConsumerInitEventArgs();

          // フィールド名をセット

          cellConsumerInitArgs.FieldName = _cellName;

          // CellConsumerInitイベントを通知

          // CellReadyイベントが通知される際にどのタイプのセルを受け取るか

          // 送信側のWebパーツに通知

          CellConsumerInit(this, cellConsumerInitArgs);

        }

      }

    }

    // GetInitEventArgs()をオーバーライド

    // GetInitEventArgsメソッドは、接続のために必要になった初期化データ環境により

    // 呼び出され、開発者が無視する必要があるのはWebPart基底クラス上の

    // virtualメソッドである

    public override InitEventArgs GetInitEventArgs(string interfaceName)

    {

      // クライアント側インターフェースであるかチェック

      if (interfaceName == "MyCellConsumerInterface_WPQ_")

      {

        // CellConsumerInitイベントのためのインスタンスを作成

        CellConsumerInitEventArgs cellConsumerInitArgs = new CellConsumerInitEventArgs();

        // フィールド名を設定

        cellConsumerInitArgs.FieldName = _cellName;

        cellConsumerInitArgs.FieldDisplayName = _cellDisplayName;

        // InitArgsを返す

        return(cellConsumerInitArgs);

      }

      else

      {

        // nullを返す

        return(null);

      }

    }

    // CellProviderInit()イベントハンドラ

    public void CellProviderInit(object sender, CellProviderInitEventArgs cellProviderInitArgs)

    {

      // 送信側パーツがどのタイプの「セル」を送るのか、受信側パーツが判断する

      // このコード例については、何もここに記述する必要はありません

    }

    // CellReady()イベントハンドラ

    public void CellReady(object sender, CellReadyEventArgs cellReadyArgs)

    {

      // 送信側パーツより送信された「セル」値が空でないかをチェック

      if(cellReadyArgs.Cell != null)

      {

        // 送信された「セル」値をラベル・テキストにセット

        _cellLabel.Text = cellReadyArgs.Cell.ToString();

      }

    }

    // 指定の出力パラメータをこのWebパーツコントロールに与えるため

    // RenderWebPart()をオーバーライドする

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // スクリプト記述を出力

      if (_runAtClient)

      {

        string strClientCode = "<h3>接続状態：受信側接続中</h3>\n";

        strClientCode += "<div id=\"ConsumerDiv_WPQ_\"/>\n";

        strClientCode += "<SCRIPT LANGUAGE=\"JavaScript\">\n";

        strClientCode += "<!-- \n";

        strClientCode += "    var CellConsumerInterface_WPQ_ = new myCellConsumerInterface_WPQ_();\n";

        strClientCode += "    function myCellConsumerInterface_WPQ_()\n";

        strClientCode += "    {\n";

        strClientCode += "        this.PartCommunicationInit = myInit;\n";

        strClientCode += "        this.CellProviderInit = myCellProviderInit;\n";

        strClientCode += "        this.CellReady = myCellReady;\n";

        strClientCode += "        function myInit()\n";

        strClientCode += "        {\n";

        strClientCode += "            var cellConsumerInitArgs = new Object();\n";

        strClientCode += "            cellConsumerInitArgs.FieldName = \"CellName\";\n";

        strClientCode += "            WPSC.RaiseConnectionEvent(\"MyCellConsumerInterface_WPQ_\", \"CellConsumerInit\", cellConsumerInitArgs);\n";

        strClientCode += "        }\n";

        strClientCode += "        function myCellProviderInit(sender, cellProviderInitArgs)\n";

        strClientCode += "        {\n";

        strClientCode += "        }\n";

        strClientCode += "        function myCellReady(sender, cellReadyArgs)\n";

        strClientCode += "        {\n";

        strClientCode += "            document.all('ConsumerDiv_WPQ_').innerHTML = cellReadyArgs.Cell;\n";

        strClientCode += "        }\n";

        strClientCode += "    }\n";

        strClientCode += "//-->\n";

        strClientCode += "</SCRIPT>";

        output.Write(ReplaceTokens(strClientCode));

      }

      else

      {

        // インターフェース接続がない場合のメッセージ出力

        output.Write("接続状態：なし");

      }

    }

    // Webパーツ内にコントロールを配置するため、

    // CreateChildControls()をオーバーライドする

    protected override void CreateChildControls()

    {

      _cellLabel = new Label();            // ラベルコントロールの生成

      _cellLabel.ID = "CellLabel";         // ラベルIDを格納

      Controls.Add(_cellLabel);            // ラベルコントロールを出力

      // セル情報を設定

      // この情報はCellConsumerInitイベントの通知により送信側パーツに渡される

      _cellName = "CellInputabc";

      _cellDisplayName = "My CellInput";

    }

  }

}
3.3
「カスタムプロパティWebパーツ」アプリケーション

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.Xml.Serialization;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

namespace CustomToolPart

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("E3139917-D515-4f25-8AFB-8CF8FE25475C")]

  // 独自の名前空間を定義

  [XmlRoot(Namespace="CustomToolPart")]

  // WebPart派生クラスのCustomToolPartWPを定義

  public class CustomToolPartWP : WebPart

  {

    // 定数および変数の初期化設定

    private const string defaultText = "初期設定テキスト";

    private string text = defaultText;

    // プロパティウィンドウにはプロパティやイベントを表示しないため[false]に設定

    [Browsable(false),

    // プロパティの既定値を設定

    DefaultValue(defaultText)]

      // カスタムプロパティのためのアクセッサ

    public string Text

    {

      get

      {

        return text;

      }

      set

      {

        text = value;

      }

    }

    // GetToolParts()をオーバーライド

    public override ToolPart[] GetToolParts()

    {

      // インスタンスの生成

      ToolPart[] toolparts = new ToolPart[3];

      WebPartToolPart wptp = new WebPartToolPart();

      CustomPropertyToolPart custom = new CustomPropertyToolPart();

      // 配列に値をセット

      toolparts[0] = custom;

      toolparts[1] = wptp;

      toolparts[2] = new CustomToolPart.ToolPartWP();

      // ToolPartオブジェクトを参照する配列を返す

      return toolparts;

    }

    // RenderWebPart()をオーバーライド

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // Webパーツにテキストを出力

      output.Write("カスタムテキスト:　<b>" + this.Text + "</b>");

    }

  }

  // ToolPart派生クラスのToolPartWPを定義

  public class ToolPartWP : ToolPart

  {

    // 文字列型変数の宣言

    private string inputname;

    // Init event イベントハンドラ

    private void ToolPart_Init(object sender,System.EventArgs e )

    {

      // イベントを識別するため、サーバーコントロールIDを取得

      inputname = this.UniqueID + "message";

    }

    // コンストラクター

    public ToolPartWP()

    {

      // プロパティ初期値をセット

      this.Title="カスタム情報";

      this.Init += new EventHandler(ToolPart_Init);

    }

    // 選択されたWebパーツにプロパティ変更を適用するため、

    // プロパティツールペインより呼ばれる

    // ApplyChanges()をオーバーライド

    public override void ApplyChanges()

    {

      // Webパーツへの参照を確立するため、

      // CustomToolPartWPオブジェクトを生成

      CustomToolPartWP wp1 = (CustomToolPartWP)

        // 対象のWebパーツを選択

        this.ParentToolPane.SelectedWebPart;

      // 対象のWebパーツへカスタムテキストを適用

      wp1.Text = Page.Request.Form[inputname];

    }

    // RenderWebPart()をオーバーライド

    protected override void RenderToolPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // Webパーツへの参照を確立するため、

      // CustomToolPartWPオブジェクトを生成

      CustomToolPartWP wp1 = (CustomToolPartWP)

        // 対象のWebパーツを選択

        this.ParentToolPane.SelectedWebPart;

      // Webパーツにテキストを出力

      output.Write("設定したいテキスト情報：");

      output.Write("<input name= '" + inputname );

      output.Write("' type='text' value='"+wp1.Text+ "'><br>");

    }

  }

}
3.4
「データベース連携Webパーツ」アプリケーション

using System;

using System.ComponentModel;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Xml.Serialization;

using System.Data;

using System.Data.SqlClient;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

namespace ConnSQL

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("B0F94C5E-3DAE-4ce8-B16D-88455FD907F2")]

  // 独自の名前空間を定義

  [XmlRoot(Namespace="ConnSQL")]

  // WebPart派生クラスのConnSQLWPを定義

  public class ConnSQLWP : WebPart

  {

    // 初期設定値

    const string c_SQLServerName = "APEX-SPS\\SHAREPOINT";   // SQLサーバー名

    const string c_DBName = "demodb";                 // データベース名

    const string c_UserID = "demo";                   // SQL認証ユーザー名

    const string c_PassWD = "password";              // SQL認証パスワード名

    const string c_StrQuery = "SELECT * FROM demoTable";   // クエリー文字列

    // 変数宣言

    private string serverName;       // サーバー名格納用変数

    private string dbName;           // データベース名格納用変数

    private string userID;           // SQL認証ユーザー名格納用変数

    private string passwd;           // SQL認証パスワード名格納用変数

    private string strQuery;         // クエリー文字列格納用変数

    private bool chkFlg = false;     // [接続]ボタン監視フラグ

    private string strResults;       // 取得結果の格納変数

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _GetSQLButton;

    // ConnSQLWPコンストラクタ

    public ConnSQLWP()

    {

      serverName = c_SQLServerName;

      dbName = c_DBName;

      userID = c_UserID;

      passwd = c_PassWD;

      strQuery = c_StrQuery;

    }

    // デフォルトサーバー名をセット

    [DefaultValue(c_SQLServerName)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // サーバー名セットのためのアクセッサ

      public string SQLServerName

      {

        get

        {

          return serverName;

        }

        set

        {

          serverName = value;

        }

      }

    // デフォルトデータベース名をセット

    [DefaultValue(c_DBName)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // データベース名セットのためのアクセッサ

      public string DBName

      {

        get

        {

          return dbName;

        }

        set

        {

          dbName = value;

        }

      }

    // デフォルトユーザーIDをセット

    [DefaultValue(c_UserID)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // ユーザーIDセットのためのアクセッサ

      public string UserID

      {

        get

        {

          return userID;

        }

        set

        {

          userID = value;

        }

      }

    // デフォルトパスワードをセット

    [DefaultValue(c_PassWD)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // パスワードセットのためのアクセッサ

      public string PassWD

      {

        get

        {

          return passwd;

        }

        set

        {

          passwd = value;

        }

      }

    // デフォルトクエリー文をセット

    [DefaultValue(c_StrQuery)]

    [Category("接続先のデータベース情報")]

      // クエリー文セットのためのアクセッサ

      public string StrQuery

      {

        get

        {

          return strQuery;

        }

        set

        {

          strQuery = value;

        }

      }

    // [接続]ボタンがクリックされると設定情報によりSQLサーバーよりデータを取得

    public void _GetSQLButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SqlDataAdapterオブジェクト生成のための各引数を格納

      string sConn = "server=" + serverName + ";"

                + "uid=" + userID + ";"

                + "pwd=" + passwd + ";"

                + "database=" + dbName + ";";

      string sCmd = strQuery;

      // SqlDataAdapterオブジェクトを生成

      SqlDataAdapter ad = new SqlDataAdapter(sCmd, sConn);

      DataSet ds = new DataSet();     // DataSetオブジェクトを生成

      ad.Fill(ds,"DEMO");               // Fillメソッドによりdsデータセットを更新

      DataTable dt = ds.Tables[0];    // DataTableオブジェクトを生成

      // テーブルタグを出力

      strResults += "<table border ='1'>\n";

      // 列名が存在する限り繰り返す

      foreach (DataColumn col in dt.Columns)

      {

        // 列名を出力

        strResults += "<tr><td>" + col.ColumnName + "</td>\n";

        // データ行が存在する限り繰り返す

        foreach (DataRow row in dt.Rows)

        {

          // データ行を出力

          strResults += "<td>" + row[col.ColumnName] + "</td>\n";                 

        }

        // テーブルレコードを閉じる

        strResults += "</tr>\n";

      }

      // テーブルを閉じる

      strResults += "</tr></table>";

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }

    // CreateChildControlsをオーバーライド

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GetSQLButton = new HtmlButton();      // ボタンコントロールの生成 

      _GetSQLButton.InnerText = "接　続";    // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GetSQLButton.ServerClick += new EventHandler (_GetSQLButton_click);

      Controls.Add (_GetSQLButton);          // ボタンコントロールの追加

    }

    // RenderWebPart()をオーバーライド

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [接続]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        // Webパーツにテキストを出力

        output.Write("SQLサーバー名:　<b>" + this.SQLServerName + "</b><br>");

        output.Write("データベース名:　<b>" + this.DBName + "</b><br>");

        output.Write("接続するユーザー名:　<b>" + this.UserID + "</b><br>");

        output.Write("認証パスワード:　<b>" + this.PassWD + "</b><br>");

        output.Write("クエリー文字列:　<b>" + this.StrQuery + "</b><br>");

        // ボタンコントロールの出力

        _GetSQLButton.RenderControl(output);

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n取得したデータベース情報：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

          + "　　history.back();\n"

          + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

          + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }

  }

}
3.5
「リスト機能Webパーツ」アプリケーション

(1)「Listの作成サンプル」アプリケーション（Adding List.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace AddingList

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("EAAE701A-92D7-41eb-A61E-72A4290B7121")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class AddingListWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _AddButton;                 // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2; // テキストボックス

    HtmlSelect _DropDown1;                 // ドロップダウンリスト

    // [新規作成]ボタンがクリックされると新規リストを作成

    public void _AddButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListCollectionオブジェクトを格納

      SPListCollection lists = mySite.Lists;

      // 変数へ値をセット

      string listTitle = _TextBox1.Value;

      string listDescription = _TextBox2.Value;

      string listType = _DropDown1.Value;

      // SPListTemplateTypeオブジェクトの生成

      SPListTemplateType listTemplateType = new SPListTemplateType();

      // ドロップダウンリストで選択された[listType]を判別

      switch(listType)

      {

        case "一　般":

        {

          // リストテンプレートのタイプを[GenericList]に設定

          listTemplateType = SPListTemplateType.GenericList;

          break;

        }

        case "イベント":

        {

          // リストテンプレートのタイプを[Events]に設定

          listTemplateType = SPListTemplateType.Events;

          break;

        }

        case "仕　事":

        {

          // リストテンプレートのタイプを[Tasks]に設定

          listTemplateType = SPListTemplateType.Tasks;

          break;

        }

      }

      // listsオブジェクトに各設定値により新規リストを追加

      lists.Add(listTitle,listDescription,listTemplateType);

    }

    // Override the ASP.NET Web.UI.Controls.CreateChildControls method 

    // to create the objects for the Web Part's controls.

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _AddButton = new HtmlButton();        // ボタンコントロールの生成 

      _AddButton.InnerText = "新規作成";    // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _AddButton.ServerClick += new EventHandler (_AddButton_click);

      Controls.Add (_AddButton);            // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Size=38;                // テキストボックスコントロールのサイズ指定

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _DropDown1 = new HtmlSelect(); // ドロップダウンコントロールの生成

      _DropDown1.Items.Add("一　般"); // ドロップダウンコントロールに選択肢を追加

      _DropDown1.Items.Add("イベント"); // ドロップダウンコントロールに選択肢を追加

      _DropDown1.Items.Add("仕　事"); // ドロップダウンコントロールに選択肢を追加

      Controls.Add(_DropDown1);       // ドロップダウンコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("作成するリスト名： ");    // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>リストの種類： ");   // テキスト情報の出力

      _DropDown1.RenderControl(output);    // ドロップダウンコントロールの出力

      output.Write("<br>リストの説明：<br>");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                  // <br>の出力

      _AddButton.RenderControl(output);    // ボタンコントロールの出力

    }

  }

}
(2)「List内の一覧情報取得サンプル」アプリケーション（Returning Items from a List.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace ReturningItems

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("2B9F8BD6-31F5-40ed-B740-596F37CC4869")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class ReturningItemsWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _GetItemsButton;      // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1;         // テキストボックス

    private bool chkFlg = false;     // [取得]ボタン監視フラグ

    private string strResults;       // 取得結果の格納変数

    // [取得]ボタンがクリックされると指定リスト内のアイテムタイトルを取得

    public void _GetItemsButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 指定リストに存在するアイテムの数だけループ処理

      for (int i=0;i<listItems.Count;i++)

      {

        // SPListItemオブジェクトを格納

        SPListItem item = listItems[i];

        // アイテムタイトルを出力

        strResults += (i+1 + "：<b>" + item["Title"] + "</b><br>");

      }

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }

    // CreateChildControlsをオーバーライド

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GetItemsButton = new HtmlButton();    // ボタンコントロールの生成 

      _GetItemsButton.InnerText = "取　得";  // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GetItemsButton.ServerClick += new EventHandler (_GetItemsButton_click);

      Controls.Add (_GetItemsButton);       // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [取得]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        output.Write("対象リスト名： ");      // テキスト情報の出力

        _TextBox1.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        _GetItemsButton.RenderControl(output);  // ボタンコントロールの出力

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n取得したアイテムのタイトル：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

                    + "　　history.back();\n"

                    + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

                    + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }

  }

}
(3)「List内の特定アイテム取得サンプル」アプリケーション（Returning Property from a Item.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace GettingItemProperty

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("D510CC10-9D2E-4b4c-9AC0-5F26EA650790")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class GettingItemPropertyWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _GetPropertyButton;         // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2;   // テキストボックス

    private bool chkFlg = false;           // [取得]ボタン監視フラグ

    private string strResults;             // 取得結果の格納変数

    // [取得]ボタンがクリックされると指定リスト内のアイテムプロパティを取得

    public void _GetPropertyButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<listItems.Count;k++)

      {

        // リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem item = listItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==item["Title"].ToString())

        {

          // アイテムプロパティを取得した後に出力

          strResults += ("タイトル：<b>" + item["タイトル"] + "</b><br>");

          strResults += ("更新日時：<b>" + item["更新日時"] + "</b><br>");

          strResults += ("作成日時：<b>" + item["作成日時"] + "</b><br>");

          strResults += ("作成者：<b>" + item["作成者"] + "</b><br>");

          strResults += ("更新者：<b>" + item["更新者"] + "</b><br>");

        }

      }

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }

    // CreateChildControlsをオーバーライド

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GetPropertyButton = new HtmlButton(); // ボタンコントロールの生成 

      _GetPropertyButton.InnerText = "取　得";// ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GetPropertyButton.ServerClick += new EventHandler (_GetPropertyButton_click);

      Controls.Add (_GetPropertyButton);   // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [取得]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        output.Write("対象リスト名： ");           // テキスト情報の出力

        _TextBox1.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象アイテム名： ");     // テキスト情報の出力

        _TextBox2.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>");                      // 改行タグの出力

        _GetPropertyButton.RenderControl(output);  // ボタンコントロールの出力

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n取得したアイテムのプロパティ：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

          + "　　history.back();\n"

          + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

          + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }

  }

}
(4)「List内の特定アイテムのプロパティ取得サンプル」アプリケーション（Returning DirectProperty from a Item.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace GettingItemDirectProperty

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("239A3234-468D-4b7a-BF95-53CE932EFCFF")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class GettingItemDirectPropertyWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _GetPropertyButton;                    // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2, _TextBox3;    // テキストボックス

    private bool chkFlg = false;           // [取得]ボタン監視フラグ

    private string strResults;             // 取得結果の格納変数

    // [取得]ボタンがクリックされると指定リスト内のアイテムプロパティを取得

    public void _GetPropertyButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<listItems.Count;k++)

      {

        // リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem item = listItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==item["Title"].ToString())

        {

          // アイテムプロパティを取得した後に出力

          strResults = (_TextBox3.Value + "：<b>" + item[_TextBox3.Value] + "</b><br>");

        }

      }

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }

    // CreateChildControlsをオーバーライド

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GetPropertyButton = new HtmlButton(); // ボタンコントロールの生成 

      _GetPropertyButton.InnerText = "取　得";// ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GetPropertyButton.ServerClick += new EventHandler (_GetPropertyButton_click);

      Controls.Add (_GetPropertyButton);        // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox3 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox3.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox3);               // テキストボックスコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [取得]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        output.Write("対象リスト名： ");      // テキスト情報の出力

        _TextBox1.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象アイテム名： ");     // テキスト情報の出力

        _TextBox2.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象プロパティ名： ");   // テキスト情報の出力

        _TextBox3.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>");                // 改行タグの出力

        _GetPropertyButton.RenderControl(output);  // ボタンコントロールの出力

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n取得したプロパティ値：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

          + "　　history.back();\n"

          + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

          + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }

  }

}
(5)「List内のアイテムコピー」アプリケーション（Copying ListItem.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace CopyingListItem

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("99E18B6B-74F4-4cf5-9F7A-78C803EAE512")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class CopyingListItemWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _CopyButton;                           // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2, _TextBox3;    // テキストボックス

    // [コピー]ボタンがクリックされると対象のリストアイテムをコピー

    public void _CopyButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // コピー元リストのSPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection srclistItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // コピー先リストのSPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection deslistItems = mySite.Lists[_TextBox3.Value].Items;

      // コピー対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<srclistItems.Count;k++)

      {

        // コピー元リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem srcitem = srclistItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==srcitem["Title"].ToString())

        {

          // コピー先リストにSPListItemオブジェクトを新規に追加

          SPListItem desitem = deslistItems.Add();

          // コピー先リストアイテムにコピー元リストアイテムのタイトルをセット

          desitem["Title"] = srcitem["Title"].ToString();

          // 指定のリスト先に対してリストアイテムをコピー

          desitem.Update();

        }

      }

    }

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _CopyButton = new HtmlButton();        // ボタンコントロールの生成 

      _CopyButton.InnerText = "コピー";      // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _CopyButton.ServerClick += new EventHandler (_CopyButton_click);

      Controls.Add (_CopyButton);            // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox3 = new HtmlInputText();     // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox3.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox3);               // テキストボックスコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("コピー元リスト名： ");    // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>コピー元リストアイテム名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>コピー先リスト名： ");          // テキスト情報の出力

      _TextBox3.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                             // <br>の出力

      _CopyButton.RenderControl(output);             // ボタンコントロールの出力

    }

  }

}
(6)「List内のアイテム移動」アプリケーション（Moving ListItem.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace MovingListItem

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("090438C4-8CB7-4ed8-BE29-5F306A989C54")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class MovingListItemWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _MoveButton;                                // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2, _TextBox3;    // テキストボックス

    // [追加]ボタンがクリックされると対象のリストアイテムを移動

    public void _MoveButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // 移動元リストのSPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection srclistItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 移動先リストのSPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection deslistItems = mySite.Lists[_TextBox3.Value].Items;

      // 移動対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<srclistItems.Count;k++)

      {

        // 移動元リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem srcitem = srclistItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==srcitem["Title"].ToString())

        {

          // 移動先リストにSPListItemオブジェクトを新規に追加

          SPListItem desitem = deslistItems.Add();

          // 移動先リストアイテムに移動元リストアイテムのタイトルをセット

          desitem["Title"] = srcitem["Title"].ToString();

          // 指定のリスト先に対してリストアイテムを移動

          desitem.Update();

          // 指定のリストアイテムを削除

          srclistItems.Delete(k);

        }

      }

    }

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _MoveButton = new HtmlButton();        // ボタンコントロールの生成 

      _MoveButton.InnerText = "移　動";      // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _MoveButton.ServerClick += new EventHandler (_MoveButton_click);

      Controls.Add (_MoveButton);            // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox3 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox3.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox3);               // テキストボックスコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("移動元リスト名： ");              // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>移動元リストアイテム名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>移動先リスト名： ");          // テキスト情報の出力

      _TextBox3.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                           // <br>の出力

      _MoveButton.RenderControl(output);           // ボタンコントロールの出力

    }

  }

}
(7)「List内のアイテム新規作成」アプリケーション（Adding ListItem.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace AddingListItem

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("B007B469-FBD2-4ed5-8DB7-1192A9EF7ED3")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class AddingListItemWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _AddButton;                    // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2;    // テキストボックス

    // [新規作成]ボタンがクリックされると新規リストアイテムを作成

    public void _AddButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // SPListItemオブジェクトを新規に追加

      SPListItem item = listItems.Add();

      // アイテムタイトルをセット

      item["Title"] = _TextBox2.Value;

      // 上記セットを踏まえてアイテムを更新

      item.Update();

    }

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _AddButton = new HtmlButton();         // ボタンコントロールの生成 

      _AddButton.InnerText = "新規作成";     // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _AddButton.ServerClick += new EventHandler (_AddButton_click);

      Controls.Add (_AddButton);             // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("対象リスト名： ");                  // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>作成するリストアイテム名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                             // <br>の出力

      _AddButton.RenderControl(output);              // ボタンコントロールの出力

    }

  }

}
(8)「List内のアイテム削除」アプリケーション（Deleting ListItem.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace DeletingListItem

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("6C1EE391-BF92-463f-8DEE-2C4AF53A2DFD")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class DeletingListItemWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _DelButton;                    // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2;    // テキストボックス

    // [削除]ボタンがクリックされると指定リストアイテムを削除

    public void _DelButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 削除対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<listItems.Count;k++)

      {

        // SPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem item = listItems[k];

        // テキストボックスに入力されたタイトル名に等しいかチェック

        if (_TextBox2.Value==item["Title"].ToString())

        {

          // 指定のリストアイテムを削除

          listItems.Delete(k);

        }

      }

    }

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _DelButton = new HtmlButton();         // ボタンコントロールの生成 

      _DelButton.InnerText = "削　除";       // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _DelButton.ServerClick += new EventHandler (_DelButton_click);

      Controls.Add (_DelButton);             // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("対象リスト名： ");                  // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>削除するリストアイテム名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                             // <br>の出力

      _DelButton.RenderControl(output);              // ボタンコントロールの出力

    }

  }

}
(9)「List内のアイテムプロパティ追加、変更」アプリケーション（AddFields ListItem.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI.HtmlControls;

namespace AddFieldsListItem

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("E1B34E0E-25C7-4354-8BA1-63D0BCE33239")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class AddFieldsListItemWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _AddFldButton;              // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2;  // テキストボックス

    // [追加]ボタンがクリックされると対象のリストアイテムに

    // 指定されたプロパティを追加

    public void _AddFldButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPFieldCollectionオブジェクトを格納

      SPFieldCollection listFields = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Fields;

      // 入力されたフィールド名で、SPFieldオブジェクトを新規追加

      SPField myFields = listFields[listFields.Add(_TextBox2.Value,SPFieldType.Text,true)];

      // SPViewオブジェクトを格納

      SPView myView = mySite.Lists[_TextBox1.Value].DefaultView;

      // SPViewFieldCollectionオブジェクトを格納

      SPViewFieldCollection viewFields= myView.ViewFields;

      // SPViewFieldCollectionオブジェクトに、新規作成したフィールドを追加

      viewFields.Add(myFields);

      // SPViewオブジェクトを更新

      myView.Update();

    }

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _AddFldButton = new HtmlButton();      // ボタンコントロールの生成 

      _AddFldButton.InnerText = "追　加";    // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _AddFldButton.ServerClick += new EventHandler (_AddFldButton_click);

      Controls.Add (_AddFldButton);          // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";               // テキストボックスコントロールに空文字指定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      output.Write("対象リスト名： ");              // テキスト情報の出力

      _TextBox1.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>追加するフィールド名： ");  // テキスト情報の出力

      _TextBox2.RenderControl(output);     // テキストボックスコントロールの出力

      output.Write("<br>");                         // <br>の出力

      _AddFldButton.RenderControl(output);       // ボタンコントロールの出力

    }

  }

}
(10)「List内のアイテム検索」アプリケーション（Searching Item.cs）

using System;

using System.Web.UI;

using Microsoft.SharePoint;

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using Microsoft.SharePoint.WebControls;

using System.Web.UI.HtmlControls;

using System.Runtime.InteropServices;

namespace SearchingItem

{

  // GUID設定

  [GuidAttribute("C73925C0-9D92-4c0d-870C-A10B5ACB652D")]

  // WebPartベースクラスから派生クラスを作成

  public class SearchingItemWP : WebPart

  {

    // HtmlControls UI 変数の宣言

    HtmlButton _GoButton;                             // ボタン

    HtmlInputText _TextBox1, _TextBox2, _TextBox3;    // テキストボックス

    private bool chkFlg = false;    // [検索]ボタン監視フラグ

    private string strResults;      // 取得結果の格納変数

    private int i=0;                  // カウント用変数

    // [検索]ボタンがクリックされると指定リスト内のアイテムプロパティを取得

    public void _GoButton_click (object sender, EventArgs e)

    {

      // 入力されたテキストボックスの値を文字列として変数へ格納

      string _txtProperty = _TextBox2.Value.ToString();

      string _txtValue = _TextBox3.Value.ToString();

      // SPWebオブジェクトを格納

      SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);

      // SPListItemCollectionオブジェクトを格納

      SPListItemCollection listItems = mySite.Lists[_TextBox1.Value].Items;

      // 対象のリストアイテム[0]～[k]を順番に検索

      for (int k=0;k<listItems.Count;k++)

      {

        // リストアイテムのSPListItemオブジェクトを作成

        SPListItem item = listItems[k];

        // 指定のプロパティと検索値が完全一致するかチェック

        if (_txtValue==item[_txtProperty].ToString())

        {

          // 一致する場合はアイテムのタイトルを出力変数に格納

          strResults += ("検索されたアイテム名：<b>" + item["タイトル"] + "</b><br>");

          // カウント変数を1プラス

          ++i;

        }

      }

      // ボタンがクリックされたため[true]へセット

      chkFlg = true;

    }

    // CreateChildControlsをオーバーライド

    protected override void CreateChildControls ()

    {

      _GoButton = new HtmlButton();    // ボタンコントロールの生成 

      _GoButton.InnerText = "検　索";  // ボタンコントロールテキストの設定

      // イベントハンドラのセット

      _GoButton.ServerClick += new EventHandler (_GoButton_click);

      Controls.Add (_GoButton);        // ボタンコントロールの追加

      _TextBox1 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox1.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox1);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox2 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox2.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox2);               // テキストボックスコントロールの追加

      _TextBox3 = new HtmlInputText();      // テキストボックスコントロールの生成 

      _TextBox3.Value="";             // テキストボックスコントロールに空文字を設定

      Controls.Add(_TextBox3);               // テキストボックスコントロールの追加

    }

    // RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力

    protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)

    {

      // [取得]ボタンのクリック有無を判定

      if (chkFlg==false)

      {

        output.Write("対象リスト名： ");      // テキスト情報の出力

        _TextBox1.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象プロパティ名： ");   // テキスト情報の出力

        _TextBox2.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>対象の値： ");           // テキスト情報の出力

        _TextBox3.RenderControl(output);   // テキストボックスコントロールの出力

        output.Write("<br>");                      // 改行タグの出力

        _GoButton.RenderControl(output);         // ボタンコントロールの出力

      }

      else

      {

        // 取得結果と[戻る]ボタンの出力

        output.Write("\n<b>" + i + "</b> 件見つかりました！：<br>"

          + strResults + "\n"

          + "<SCRIPT language=\"JavaScript\">\n"

          + "<!-- \n"

          + "function pageBack(){\n"

          + "　　history.back();\n"

          + "}\n"

          + "//-->\n"

          + "</SCRIPT>\n"

          + "<INPUT type=\"button\" value=\"戻　る\" onClick=\"pageBack()\">\n");

        // フラグを[false]へセット

        chkFlg = false;

      }

    }

  }

}
3.6「Create Site Webパーツ」アプリケーション

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint;              

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages;

using System.Runtime.InteropServices;

using System.Web.UI.HtmlControls;

namespace Create_Site

{


// GUIDを取得して設定


[GuidAttribute("E198DB2A-5CA2-42d7-A79D-F6D9D5489131")]


// WebPartベースクラスから派生クラスを作成


public class Create_SiteWP : WebPart


{



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlButton _buttonRegist;  // 登録ボタン



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlInputText _inputTitle; // サイトタイトル入力



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlInputText _inputName;  // サイト名入力



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlInputText _inputDesc;  // サイト説明入力



//サイトの追加



private void AddSite( string webName, string webTitle, string webDescription )



{




// 現在のWebオブジェクトを取得




SPWeb mySite = SPControl.GetContextWeb(Context);




// デフォルトのサイトテンプレートの定義




string currentTemplate = mySite.WebTemplate;




// 現在のWebオブジェクトの属すサイト情報の取得




SPWebCollection sites = mySite.Webs;




// サイトの追加メソッドに取得した情報を渡す




sites.Add(webName,webTitle,webDescription,1041,currentTemplate,true,false);





}



// 登録ボタン押下時



public void _buttonRegist_click( object sender, EventArgs e )



{




// サイト登録メソッドに各入力の取得値を渡す




this.AddSite( this._inputName.Value.ToString(), this._inputTitle.Value.ToString(), this._inputDesc.Value.ToString() );



}



// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義



protected override void CreateChildControls()



{




// 登録ボタンの定義




this._buttonRegist= new HtmlButton();




// ボタン上の文字列定義




this._buttonRegist.InnerText= "登録";




// イベントハンドらのセット




this._buttonRegist.ServerClick += new EventHandler( _buttonRegist_click );




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._buttonRegist );




// サイトタイトル欄の定義




this._inputTitle= new HtmlInputText();




// 表示の初期値定義




this._inputTitle.Value="";




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._inputTitle );




// サイト名欄の定義




this._inputName= new HtmlInputText();




// 表示の初期値定義




this._inputName.Value="";




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._inputName );




// サイト説明欄の定義




this._inputDesc= new HtmlInputText();




// 表示の初期値定義




this._inputDesc.Value="";




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._inputDesc );



}



// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力



protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)



{




output.Write("<TABLE><TR>");




// サイトタイトル欄の出力




output.Write("<TD>タイトル</TD><TD>");




this._inputTitle.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR><TR>");




// サイト名欄の出力




output.Write("<TD>サイト名</TD><TD>");




this._inputName.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR><TR>");




// サイト説明欄の出力




output.Write("<TD>説明</TD><TD>");




this._inputDesc.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR><TR><TD COLSPAN=2>");




// 登録ボタンの出力




this._buttonRegist.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR></TABLE>");



}

}

}
3.7「Delete Site Webパーツ」アプリケーション

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint;              

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages; 

using System.Runtime.InteropServices;    

using System.Web.UI.HtmlControls;        

namespace Delete_Site

{


// GUIDを取得して設定


[GuidAttribute("08F44E73-8C64-4068-8D38-A42F156F60AB")]


// WebPartベースクラスから派生クラスを作成


public class Delete_SiteWP : WebPart


{



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlButton _buttonDelete; // 削除ボタン



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlSelect _selectTitle;  // サイト名選択



// 削除メソッド



private void DelSite( string webTitle )



{




// 現在のサイト情報の取得 




SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);




// 管理下にあるサイト情報の取得




SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;




// サイト分ループする




foreach( SPWeb webs in sites )




{





// 引数と一致するサイトの場合





if( webs.Title.Equals( webTitle ) )





{






// 削除実行






webs.Delete();






this._selectTitle.Items.Remove( this._selectTitle.Value );






// ループの終了






break;





}




}





}



// 削除ボタン押下時



public void _buttonDelete_click( object sender, EventArgs e )



{




// サイト削除メソッドにサイト名を渡す




this.DelSite( this._selectTitle.Value );



}



// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義



protected override void CreateChildControls()



{




// 削除ボタンの定義




this._buttonDelete= new HtmlButton();




// ボタン上の文字列定義




this._buttonDelete.InnerText= "削除";




// イベントの定義




this._buttonDelete.ServerClick += new EventHandler( _buttonDelete_click );




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._buttonDelete );




// タイトル選択の定義




this._selectTitle = new HtmlSelect();




// 現在のサイト情報の取得 




SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);




// 管理下にあるサイト情報の取得




SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;




// サイト分ループする




foreach( SPWeb webs in sites )




{





// 選択アイテム追加





this._selectTitle.Items.Add( webs.Title );




}




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._selectTitle );



}



// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力



protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)



{




// サイトタイトル選択欄の出力




output.Write("タイトル");




this._selectTitle.RenderControl(output);




output.Write("<br>");




// 削除ボタンの出力




this._buttonDelete.RenderControl(output);




output.Write("<br>");



}

}

}
3.8「Add User Site Webパーツ」アプリケーション

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint;              // SharePointオブジェクト群を提供     

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  // Webコントロール機能を提供

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages; // Webパーツページの情報を提供

using System.Runtime.InteropServices;    // GuidAttribute機能の提供

using System.Web.UI.HtmlControls;        // HtmlControlsの機能を提供

namespace Add_User

{


// GUIDを取得して設定


[GuidAttribute("08F44E73-8C64-4068-8D38-A42F156F60AB")]


// WebPartベースクラスから派生クラスを作成


public class Add_UserWP : WebPart


{



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlButton _buttonRegist;  // 登録ボタン



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlInputText _inputUser;  // ユーザー名入力



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlInputText _inputShow;  // 表示名入力



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlInputText _inputEmail; // e-mail入力



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlInputText _inputNotes; // 備考入力



// ユーザー追加メソッド



private void AddUser( string UserName, string ShowName, string Email, string Notes )



{




// 現在のサイト情報の取得 




SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);




// 管理下にあるサイト情報の取得




SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;




// サイト分ループする




foreach( SPWeb webs in sites )




{





// ルートサイトの取得





if( webs.IsRootWeb )





{






// 対象となる権限






SPRole admins = webs.Roles["管理者"];






// ユーザー追加実行






admins.AddUser( UserName, Email, ShowName, Notes );






break;





}




}





}



// 登録ボタン押下時



public void _buttonRegist_click( object sender, EventArgs e )



{




// サイト登録メソッドに各入力の取得値を渡す




this.AddUser( this._inputUser.Value.ToString(), 





this._inputShow.Value.ToString(),





this._inputEmail.Value.ToString(),





this._inputNotes.Value.ToString()





);



}



// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義



protected override void CreateChildControls()



{




// 登録ボタンの定義




this._buttonRegist= new HtmlButton();




// ボタン上の文字列定義




this._buttonRegist.InnerText= "登録";




// イベントの定義




this._buttonRegist.ServerClick += new EventHandler( _buttonRegist_click );




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._buttonRegist );




// ユーザー名の定義




this._inputUser = new HtmlInputText();




// 表示の初期値定義




this._inputUser.Value="";




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._inputUser );




// 表示名の定義




this._inputShow = new HtmlInputText();




// 表示の初期値定義




this._inputShow.Value="";




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._inputShow );




// e-mailの定義




this._inputEmail = new HtmlInputText();




// 表示の初期値定義




this._inputEmail.Value="";




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._inputEmail );




// 備考の定義




this._inputNotes = new HtmlInputText();




// 表示の初期値定義




this._inputNotes.Value="";




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._inputNotes );



}



// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力



protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)



{




output.Write("<TABLE><TR>");




// ユーザー名欄の出力




output.Write("<TD>ユーザー名</TD><TD>");




this._inputUser.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR><TR>");




// 表示名欄の出力




output.Write("<TD>表示名</TD><TD>");




this._inputShow.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR><TR>");




// メール欄の出力




output.Write("<TD>メール</TD><TD>");




this._inputEmail.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR><TR>");




// 備考欄の出力




output.Write("<TD>備考</TD><TD>");




this._inputNotes.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR><TR><TD COLSPAN=2>");




// 登録ボタンの出力




this._buttonRegist.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR></TABLE>");



}

}

}
3.9「Delete User Site Webパーツ」アプリケーション

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint;              // SharePointオブジェクト群を提供     

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  // Webコントロール機能を提供

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages; // Webパーツページの情報を提供

using System.Runtime.InteropServices;    // GuidAttribute機能の提供

using System.Web.UI.HtmlControls;        // HtmlControlsの機能を提供

namespace Delete_User

{


// GUIDを取得して設定


[GuidAttribute("08F44E73-8C64-4068-8D38-A42F156F60AB")]


// WebPartベースクラスから派生クラスを作成


public class Delete_UserWP : WebPart


{



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlButton _buttonDelete; // 削除ボタン



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlSelect _selectUser;   // ユーザー名選択



// ユーザー削除メソッド



public void DeleteUser( string username )



{




// 現在のサイト情報の取得 




SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);




// 管理下にあるサイト情報の取得




SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;




// サイト分ループする




foreach( SPWeb webs in sites )




{





// ルートサイトの取得





if( webs.IsRootWeb )





{






// 対象となる権限






SPRole admins = webs.Roles["管理者"];






// ユーザー情報の取得






foreach( SPUser user in admins.Users )






{







// 選択されたユーザーの取得







if( user.Name.Equals( username ) )







{








// リストから削除








this._selectUser.Items.Remove( username );








// サイトからユーザー削除








admins.RemoveUser(user);








break;







}






}





}




}



}



// 削除ボタン押下時



public void _buttonDelete_click( object sender, EventArgs e )



{




// 削除メソッド呼出




DeleteUser( this._selectUser.Value );



}



// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義



protected override void CreateChildControls()



{




// 削除ボタンの定義




this._buttonDelete= new HtmlButton();




// ボタン上の文字列定義




this._buttonDelete.InnerText= "削除";




// イベントの定義




this._buttonDelete.ServerClick += new EventHandler( _buttonDelete_click );




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._buttonDelete );




// ユーザー選択の定義




this._selectUser = new HtmlSelect();




// 現在のサイト情報の取得 




SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);




// 管理下にあるサイト情報の取得




SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;




// サイト分ループする




foreach( SPWeb webs in sites )




{





// ルートサイトの取得





if( webs.IsRootWeb )





{






// ユーザー情報の取得






foreach( SPUser user in webs.Users )






{







// リストに追加







this._selectUser.Items.Add( user.Name );






}






break;





}




}






// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._selectUser );



}



// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力



protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)



{




// ユーザー選択欄の出力




output.Write("ユーザー名");




this._selectUser.RenderControl(output);




output.Write("<BR>");




// 削除ボタンの出力




this._buttonDelete.RenderControl(output);



}

}

}
3.10「Add WebParts Site Webパーツ」アプリケーション

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint;              // SharePointオブジェクト群を提供 

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  // Webコントロール機能を提供

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages; // Webパーツページの情報を提供

using System.Runtime.InteropServices;    // GuidAttribute機能の提供

using System.Web.UI.HtmlControls;        // HtmlControlsの機能を提供

namespace Add_WebParts

{


// GUIDを取得して設定


[GuidAttribute("08F44E73-8C64-4068-8D38-A42F156F60AB")]


// 


public class Add_WebPartsWP : WebPart


{



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlButton _buttonRegist; // 登録ボタン



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlSelect _selectSite;   // サイト選択



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlInputFile _inputDWP;  // DWP指定



// パーツ追加メソッド



private void AddParts( string webTitle, string fileDWP )



{




// 現在のサイト情報の取得 




SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);




// 管理下にあるサイト情報の取得




SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;




// サイト分ループする




foreach( SPWeb webs in sites )




{





// 引数と一致するサイトの場合





if( webs.Title.Equals( webTitle ) )





{






// サイトのWebPartCollectionを取得






SPWebPartCollection parts = webs.GetWebPartCollection( mySite.MakeFullUrl(webs.ServerRelativeUrl) + "/default.aspx" , Microsoft.SharePoint.WebPartPages.Storage.Shared);






// DWPファイルの対象パーツの追加






System.Guid guid = parts.Add( fileDWP );






// パーツの表示位置設定






parts[guid].ZoneID = "TopZone";






// 表示定義






parts[guid].IsIncluded = true;






// パーツ情報の保存






parts.SaveChanges( guid );






break;





}




}





}



// 登録ボタン押下時



public void _buttonRegist_click( object sender, EventArgs e )



{




// ファイル取得準備




System.IO.Stream streem = this._inputDWP.PostedFile.InputStream;




// ファイル取得用バイト配列定義




byte[] file = new byte[ streem.Length ];




// ファイル読み込み




streem.Read( file, 0 , (int)streem.Length );




// ファイル取得終了




streem.Close();




// パーツ追加メソッドの呼出




AddParts( this._selectSite.Value.ToString(), System.Text.Encoding.ASCII.GetString( file ) );



}



// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義



protected override void CreateChildControls()



{




// 登録ボタンの定義




this._buttonRegist= new HtmlButton();




// ボタン上の文字列定義




this._buttonRegist.InnerText= "登録";




// イベントの定義




this._buttonRegist.ServerClick += new EventHandler( _buttonRegist_click );




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._buttonRegist );




// サイト選択の定義




this._selectSite = new HtmlSelect();




// 現在のサイト情報の取得 




SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);




// 管理下にあるサイト情報の取得




SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;




// サイト分ループする




foreach( SPWeb web in sites )




{





// 実体のあるサイトのみ対象





if( web.AlternateHeader != null )





{






// リストに追加






this._selectSite.Items.Add( web.Title );





}




}






Controls.Add( this._selectSite );




// DWP指定の定義




this._inputDWP = new HtmlInputFile();




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._inputDWP );



}



// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力



protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)



{




output.Write("<TABLE><TR>");




// サイト選択欄の出力




output.Write("<TD>サイト</TD><TD>");




this._selectSite.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR><TR>");




// DWP指定欄の出力




output.Write("<TD>DWPファイル</TD><TD>");




this._inputDWP.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR><TR><TD COLSPAN=2>");




// 登録ボタンの出力




this._buttonRegist.RenderControl(output);




output.Write("</TD></TR></TABLE>");



}

}

}
3.11「Delete WebParts Site Webパーツ」アプリケーション

using System;

using System.Web.UI;

using System.Web.UI.WebControls;

using System.ComponentModel;

using Microsoft.SharePoint;              // SharePointオブジェクト群を提供 

using Microsoft.SharePoint.WebControls;  // Webコントロール機能を提供

using Microsoft.SharePoint.WebPartPages; // Webパーツページの情報を提供

using System.Runtime.InteropServices;    // GuidAttribute機能の提供

using System.Web.UI.HtmlControls;        // HtmlControlsの機能を提供

namespace Delete_WebParts

{


// GUIDを取得して設定


[GuidAttribute("08F44E73-8C64-4068-8D38-A42F156F60AB")]


public class Delete_WebPartsWP : WebPart


{



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlButton _buttonDelete;     // 削除ボタン



System.Web.UI.HtmlControls.HtmlSelect _selectSiteParts;  // サイト--パーツ選択



// パーツ削除メソッド



private void DelParts( string strList )



{




// 現在のサイト情報の取得 




SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);




// 管理下にあるサイト情報の取得




SPWebCollection sites = mySite.AllWebs;




// サイト分ループする




foreach( SPWeb webs in sites )




{





// 引数と一致するサイトの場合





if( strList.StartsWith( webs.Title ) )





{






// サイト内のパーツリスト取得






SPWebPartCollection parts = webs.GetWebPartCollection( mySite.MakeFullUrl(webs.ServerRelativeUrl) + "/default.aspx" , Microsoft.SharePoint.WebPartPages.Storage.Shared);






// パーツのチェック






for( int iCount = 0 ; iCount < parts.Count ; iCount++)






{







// 引数と一致するパーツの取得







if( strList.EndsWith( parts[iCount].Title ) )







{








// パーツの削除








parts.Delete( parts[iCount].StorageKey );








break;







}






}





}




}





}



// 削除ボタン押下時



public void _buttonDelete_click( object sender, EventArgs e )



{




// パーツ削除メソッドの呼出




DelParts( this._selectSiteParts.Value.ToString() );



}



// CreateChildControlsメソッドをオーバーライドし画面リソースを定義



protected override void CreateChildControls()



{




// 削除ボタンの定義




this._buttonDelete= new HtmlButton();




// ボタン上の文字列定義




this._buttonDelete.InnerText= "削除";




// イベントの定義




this._buttonDelete.ServerClick += new EventHandler( _buttonDelete_click );




// オブジェクトの設定




Controls.Add( this._buttonDelete );




// サイト--パーツ選択の定義




this._selectSiteParts = new HtmlSelect();




// 現在のサイト情報の取得 




SPSite mySite = SPControl.GetContextSite(Context);




// 管理下にあるサイト情報の取得




SPWebCollection webs = mySite.AllWebs;




// サイト分ループする




foreach( SPWeb web in webs )




{





// 実体のあるサイトのみ対象





if( web.AlternateHeader != null )





{






// サイト内のパーツリスト取得






SPWebPartCollection parts = web.GetWebPartCollection( mySite.MakeFullUrl(web.ServerRelativeUrl) + "/default.aspx" , Microsoft.SharePoint.WebPartPages.Storage.Shared);






// パーツのチェック






for( int iCount = 0 ; iCount < parts.Count ; iCount++)






{







// リストに追加







this._selectSiteParts.Items.Add( web.Title + " -- " + parts[iCount].Title );






}





}




}






Controls.Add( this._selectSiteParts );



}



// RenderWebPartメソッドをオーバーライドし、Webパーツに出力



protected override void RenderWebPart(HtmlTextWriter output)



{




// サイト--パーツ選択欄の出力




output.Write("サイト内パーツ>");




this._selectSiteParts.RenderControl(output);




output.Write("<BR>");




// 削除ボタンの出力




this._buttonDelete.RenderControl(output);



}

}

}
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